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（写真）吉野川河川敷に各家庭から寄贈された（写真）吉野川河川敷に各家庭から寄贈された多くのこいのぼりと、子ども達が交通安全の多くのこいのぼりと、子ども達が交通安全の
祈りをこめて贈呈したこいのぼりが掲揚されています。祈りをこめて贈呈したこいのぼりが掲揚されています。
（写真）吉野川河川敷に各家庭から寄贈された多くのこいのぼりと、子ども達が交通安全の
祈りをこめて贈呈したこいのぼりが掲揚されています。
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河瀨直美監督と主演・藤 竜也さんの舞台挨拶

3/18 
映像で新たな魅力を発信
五條市映像フェスタ２０１７

　五條市の魅力を映像で発信するイベント「映像フェスタ」が今
年も市民会館で開催されました。当日は開場前から長蛇の行列が
できたほか、遠方からも熱心なファンが詰めかけました。
　イベントではまず完成したばかりの五條市の観光プロモーショ
ンビデオが公開され、続いて五條市観光大使でもある河瀨直美監督、
映画「東の狼」に主演する藤竜也さんのあいさつが行われました。
　第二部では東吉野村を舞台とした映画「東の狼」が上映され、

豊かな自然の中の光景や、
どこか懐かしい風景に拍手
が起こりました。
　第三部では藤竜也さん、
水本実東吉野村長、太田市
長のトークショーなどが行
われ、撮影裏話などで大い
に会場は盛り上がりました。

４/６ 
交通安全意識を高めよう
交通安全市民のつどい

　4月６日から 10 日間実施された春の全
国交通安全運動にあわせ、吉野川河川敷
で市民のつどいを開催しました。交通安
全功労者への表彰が行われたほか、南宇
智保育所の子どもたち 24 人が交通安全宣
言を行い、交通安全への願いを込めたこ
いのぼりを贈呈しました。

3/26 
木のおもちゃが集合
五條キッズフェスティバル

　五條市上野公園総合体育館（シダーアリーナ）の竣
工を記念し、キッズフェスティバルが開催されました。
　約 2600 本分の県産の木材を使った体育館で、東京お
もちゃ美術館からの約 300 種の木製のおもちゃや、木
レール、段ボール迷路など、子どもたちが木の香りや
手触りを感じながら遊ぶことで、自然や環境に関する
理解を深めました。

4/13 
交通安全をよびかけて
キッズポリスの事業所訪問

　4月６日から 10 日間実施された春の全国交
通安全運動にあわせ、五條幼稚園の園児 10 人
が１日警察官に委嘱され、交通安全を市内の各
事業所で呼びかけました。市役所に来庁し、太
田市長に安全運転をお願いしたほか、来庁者に
「安全運転をお願いします」と呼びかけました。

撮
影
の
裏
話
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

多
く
の
親
子
連
れ
が
来
場
し
、
に
ぎ
や
か

な
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

南宇智保育所のみなさんと記念撮影、贈られたこいのぼりは河川敷で掲揚中です。

キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
と
関
係
者
の
記
念
撮
影

２ごじょうフォトニュース



高知県、和歌山県、京都府の漁港から直送された新鮮な魚に人々が集まりました。

3/12 
物流拠点のにぎわいを再び
二見漁港魚市線開催

　奈良県吉野川浄化センターで、２回目となる二
見漁港魚市線が開催されました。好天のもと、和
歌山県や高知県、京都府から届いた新鮮な魚や、
楽しいステージ、模擬店や雪合戦（今回はボール
を使用）、移動動物園などに多くの人が集まり、明
治時代に物流拠点であった二見地区で、当時のに
ぎわいに思いをはせました。

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

４/８
映画「萌の朱雀」の舞台を歩く
第2回萌桜祭り

　河瀨直美監督の映画「萌の朱雀」が誕生してから今年
で 20 年になります。その記念として映画の舞台となっ
た西吉野町平雄を歩くトレッキングツアーが、昨年に続
き今年も開催されました。
　参加者は河瀨監督から撮影当時の思い出や、撮影裏話
を聞きながら、主人公の「みちる」が通学に使った山道
（みちるロード）を歩きました。

　また、昼食にはジビ
エール五條のジビエ汁や、
地元の皆さんが握ったお
にぎりが、休憩の際には
地元のみなさんが餅つき
を行い、つきたてのお餅
がぜんざいやきなこ餅に
して参加者に振る舞われ
ました。

雨
が
降
っ
て
足
元
が
滑
り
や
す
い
た
め
、

皆
で
助
け
合
い
な
が
ら
丸
木
橋
を
渡
る
。

桜
の
名
所
に
な
る
よ
う
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舞
台
と
な
っ
た
家
で
河
瀨
監
督
か
ら
解
説

４/４ 五條市の地方創生への取組南都銀行と包括連携協定を締結
　五條市と株式会社南都銀行は「五條市まち・ひと・しごと創
生総合戦略」に掲げる施策実現のため「地域ブランドの確立」「ク
ラウドファンディングの活用」「安心・快適なまちづくりの実現」
などの包括協定を締結しました。
　太田市長は「五條市の地方創生の取組のため、行政と民間が
しっかり手をつなぐことで、効果が最大限に発揮される。」と

あいさつしました。
　また、橋本隆史南都銀行頭取は「五條市の将来像である、
『住んでよかった元気な五條市』の実現に全力で取り組み
ます。」とあいさつしました。　
　南都銀行が市町村と協定を結ぶのは 14 番目で、奈良県
初の移動ＡＴＭ車の巡回サービスや、柿・柿の葉ずし・ジ
ビエなど地域資源を活かすクラウドファンディング、五條
新町の伝統的建物の活用などが提案されています。

協
定
を
締
結
後
、
具
体
的
な
事
業
に
つ
い

て
説
明
す
る
橋
本
頭
取

３ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１
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４/７ 五條市地区婦人会連絡協議会チューリップの鑑賞会
　五條中央公園の花壇で、チューリップが咲き始め、
鑑賞会が行われました。この花壇では「五條市花の
まちづくり事業補助金」を活用し、五條市地区婦
人会連絡協議会のみなさんが美しい景観づくりと市
民の癒しの場を創造することを目的として、毎日世
話をし、四季折々の花を育てています。

祝 

叙
勲
・

     

褒
章
受
章

◆
瑞
宝
双
光
章

　

上
谷　

康
夫  

様　
（
88
歳
）

　

教
育
功
労
（
元
西
吉
野
中
学
校
長
）

　
（
野
原
西
）

　

長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
ご

尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
こ
の

ほ
ど
栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
ご
功
績
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

4/11 歌とパフォーマンスでいじめ撲滅第29回「4・11人権を確かめあう日」県内一斉集会
　

咲
き
始
め
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
前
に
記
念
撮
影

陽
気
な
歌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
い
じ

め
撲
滅
を
訴
え
る
登
天
ポ
ー
ル
さ
ん

３/23五條市での就職をサポート五條市就職応援フェア2017
　市内や近隣の企業を紹介して地元での就職を支援するため、
「五條市就職応援フェア」を開催しました。ハローワークから
就職活動を行う際のアドバイスや講演などが行われたほか、
市内や近隣の企業 12 社が参加して企業説明会を行いました。
参加者は就職についての心構えを熱心に学び、各企業の人事
担当者と交流を深めていました。

就
職
活
動
の
心
構
え
か
ら
参
加
者
を
応
援

　「人権を確かめあう日」県内一斉集会が開催され、五條市で
も人権総合センターで人権教育エンターテイナーの登天ポー
ルさんを講師に招き、「しあわせマウンテンをめざして」と題
した講演会が行われました。いじめ撲滅を訴えた全国行脚な
どの経験から「身近な人の不安に『大丈夫？』と言ってあげ
られる人になろう」と歌とパフォーマンスで伝えました。

４/２ 華やかに健やかな成長を祈る南阿田の流し雛
　南阿田の流し雛が源龍寺で行われました。五條市南阿
田地方に戦前までは「流し雛」の伝統が残されていまし
たが、戦中戦後は一時途絶え、昭和 44 年（1969 年）に
復活して今年で 48 回目になります。行事は毎年４月の
第１日曜日午後１時から源龍寺で雛供養が行なわれ、午
後２時から吉野川の清流に流すことになっています。

色
紙
と
大
豆
等
で
作
っ
た
人
形
を
、
竹
の

皮
で
作
っ
た
舟
に
乗
せ
て
流
し
ま
す
。

４ごじょうフォトニュース・くらしのメモ



五
條
市
防
災
行
政
無
線
の

　
　
　

運
用
を
開
始
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
五
條
市
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
が
完
了
し
、
５
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
や
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
時

に
、
各
地
に
設
置
さ
れ
た
屋
外
拡
声
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）、

避
難
所
等
に
設
置
さ
れ
た
戸
別
受
信
機
な
ど
か
ら
音
声
放
送
を
行

い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
す
ば
や
く
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

■すべての場合の基本的行動
　▼身を守るために最善を尽くす。
　▼直ちに命を守る行動をとる。

■緊急地震速報
　▼落ち着いて火の始末をする。
　▼テレビ、ラジオをつけ、情報を収集する

■気象等の特別警報
　▼市が発表する避難情報に従い、行動する。
　▼崖崩れや土石流の危険個所、増水した河川や用水路などに近づかない。
　▼大雨や暴風の中の避難は非常に危険であり、避難途中で被災する可能性がある。
　▼避難所が遠いときは、避難所でなくとも付近の安全な施設に避難する。
　▼夜間や外が冠水している場合など外出が危険な時は、上階など、家の中の少しでも安全な場所に移動する。

■有事関連情報
　▼慌てず、放送内容に従って行動する。

テレホンサービス
☎２２・２２３３

五條市役所（親局）

西吉野中継局
上野公園再送信子局

陰地再送信子局

大阿太再送信子局

平雄再送信子局

戸別受信機

五條市防災行政無線

災害の緊急告知

防災行政無線で流れる情報と、みなさんの行う対応

避難情報
　地震や風水害等の災害に関する緊急情報を放
送します。
※全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）と
連動し、緊急地震速報や、気象等の特別警報、
有事関連情報を瞬時に放送します。

　災害時および災害の発生が予想される場
合に、「避難指示（緊急）」、「避難勧告」、「避
難準備・高齢者等避難開始」などの情報を
放送します。

これらの放送が流れたら・・・

※すでに稼働中の大塔地区は現在アナログ方式であり、
　将来デジタル化を予定しています。

親
局
か
ら
デ
ジ
タ
ル

方
式
で
情
報
発
信

中継局で電波を中継

5/1
（月）～

室内専用の受信
機で、指定避難
所や公共施設等
に設置

スピーカーを通
じて情報伝達

屋外拡声子局

放送を聞き取れなかった人のために、防災行政無線で放
送された内容を、電話で聞くことができます。

５ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



農
業
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
で
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

農
業
者
や
団
体
か
ら
推
薦
・
応
募

を
求
め
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
新
し
く
設
置
さ
れ
、
農
業

委
員
会
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
推

薦
・
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

※

詳
し
く
は
五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
２
７
１
）

■
推
薦
・
応
募
の
受
付
期
間

　

５
月
15
日
（
月
）
８
時
30
分

　

〜
６
月
15
日
（
木
）
17
時
15
分

　

※

平
日
に
限
る
、
必
着

※

推
薦
・
応
募
様
式
は
農
業
委
員

会
事
務
局
で
受
け
取
る
か
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
場
所
お
よ
び
提
出
方
法

　

推
薦
・
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

添
付
書
類
と
と
も
に
農
業
委
員

会
事
務
局
に
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
状
況
の
公
表

　

法
律
に
基
づ
き
募
集
期
間
の
中

間
と
終
了
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
氏
名
・
農
業
の
経
営
状
況
等

を
公
表
し
ま
す
。

■
結
果
報
告　

10
月
中
旬
ご
ろ
に

郵
送
で
各
候
補
者
に
連
絡
し
ま

す
。

 農業委員 農地利用最適化推進委員
19人 20人（※区域割があります）定数

①原則として五條市に住所を有する人
②農業に関する識見を有し、農地等の利用の
最適化の推進に関する事項その他の農業委
員会の所掌に属する事項に関しその職務を
適切に行うことができる人

③会議、研修等に参加できる人

①原則として五條市に住所を有する人
②農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見
を有する人

③会議、研修等に参加できる人

応募資格

①毎月の農業委員会の会議に出席
②農地法等に基づく許可業務
③農地等の利用の最適化に関する指針の策
定・変更

④遊休農地の発生防止および解消に向けての
調整

⑤その他農業委員会が必要とする活動

業務内容

平成 29年 11月 27日
　～平成 32年 11月 26日

任期

市の規定に基づき支給報酬

①破産手続きの開始の決定を受けて復権を得
ない者

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わ
るまでまたはその執行を受けることがなく
なるまでの者など

①五條市および他の市町村で農業委員となっ
ている者

推薦・
応募でき
ない者

①農業者等、法人または団体からの推薦
②応募による自薦

①農業者等、法人または団体からの推薦
②応募による自薦

推薦・
応募の方法

評価委員会による書類選考 農業委員会による書類選考選考方法

①担当区域で農業委員と連携し、農地利用の
最適化推進に向けた現場活動

②遊休農地の発生防止、解消に向けた農地パ
トロール

③担い手への農地集積を推進するための農地
の貸し手や借り手の掘り起こし活動

④その他農業委員会が必要とする活動

平成 29年 12月１日（予定）
　～平成 32年 11月 26日

市の規定に基づき支給

■応募の要件・選考方法など（両方に応募・推薦することはできますが、兼ねることはできません）

※農地利用最適化推進委員の区域割　五條地区１人、野原地区２人、宇智地区２人、牧野地区１人、
　阪合部地区２人、北宇智地区２人、南宇智地区２人、南阿太地区１人、大阿太地区１人、白銀西地区１人、
白銀北地区１人、白銀南地区１人、賀名生地区１人、宗桧地区１人、大塔地区１人

線
２
７
１
）

農業委員会からお知らせ
五條市での結婚新生活スタートを応援します

最大
20 万円

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
全
て

満
た
す
、
婚
姻
の
届
出
が
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
の
夫
婦
で
、
平

成
29
年
度
中
に
市
内
の
賃
貸
住
宅

等
で
新
生
活
を
は
じ
め
る
人

①
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳

未
満
の
夫
婦

②
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
３
年

以
上
五
條
市
に
居
住
し
て
い
る

夫
婦

③
前
年
の
所
得
が
世
帯
で
３
４
０

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
同
様
の
補
助
金
を
他
市

町
村
で
受
け
て
い
な
い
こ
と

　

住
居
費
用
お
よ
び
引
越
費
用
で
、

20
万
円
ま
で

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら

※

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
児
童

福
祉
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
し
五
條
市
内
で
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
賃

貸
住
宅
を
借
り
る
た
め
の
敷
金
・

礼
金
・
共
益
費
等
の
住
居
費
用
や

賃
貸
住
宅
・
自
己
所
有
住
宅
等
へ

の
引
越
費
用
（
個
人
で
実
施
す
る

引
越
費
用
は
対
象
外
）
の
一
部
を

応
援
し
ま
す
。

６くらしのメモ



五條市での結婚新生活スタートを応援します五條市での結婚新生活スタートを応援します

高等職業訓練促進資金貸付金
　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

活
用
し
資
格
取
得
を
目
指
す
ひ
と

り
親
家
庭
の
親
に
対
し
、
入
学
準

備
金
お
よ
び
就
職
準
備
金
を
貸
し

付
け
ま
す
。

※

申
請
に
は
必
ず
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。

対
象
者

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の

対
象
と
な
る
人

貸
付
額

▼
入
学
準
備
金　

養
成
機
関
へ
入

ひとり親世帯を応援します

五條市での新生活・子育てを応援します

最大最大
20 万円20 万円

五條市結婚新生活支援事業補助金

■申込・問合先　児童福祉課 　（内線３５９）

※婚姻の届出がH29 年４月１日
以降の夫婦が対象です。

新婚夫婦が市内で賃貸
住宅を借りる費用や、
引越費用の一部が補助
されます。

学
す
る
と
き　

50
万
円
以
内

▼
就
職
準
備
金　

養
成
機
関
を
修

了
し
、
資
格
を
取
得
し
た
と
き

20
万
円
以
内

※

貸
付
で
あ
る
た
め
返
済
が
必
要

で
す
が
、
取
得
し
た
資
格
を
活

用
し
て
就
職
し
、
奈
良
県
内
等

で
５
年
以
上
従
事
し
た
と
き
は

返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先　
奈
良
県
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
６
７
８

　

児
童
福
祉
課
（
内
線
３
４
９
）

高等職業訓練促進給付金
・修了支援給付金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
、
対
象
資
格
の
取
得
を
目
指
し

て
修
業
す
る
場
合
、
受
講
期
間
の

一
定
期
間
に
つ
い
て
、
生
活
費
と

し
て
「
訓
練
促
進
給
付
金
」
が
給

付
さ
れ
ま
す
。

※

申
請
に
は
入
学
前
に
事
前
相
談

が
必
要
で
す
。

対
象
資
格

　

看
護
師
、介
護
福
祉
士
、保
育
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど

受
給
資
格

▼
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
か
、

こ
れ
と
同
等
の
所
得
水
準
の
者

ひとり親世帯を応援します

▼
養
成
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

１
年
以
上
で
あ
り
、
資
格
取
得

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

▼
仕
事
ま
た
は
育
児
と
養
成
機
関

へ
の
通
学
と
の
両
立
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
な
ど

支
給
額

▼
非
課
税
世
帯　

月
額
10
万
円

▼
課
税
世
帯　
月
額
７
万
５
０
０
円

支
給
期
間

　

修
業
期
間
の
全
期
間

　

※

上
限
36
か
月

※

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

補
助
の
対
象

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
全
て

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
全
て

満
た
す
、
婚
姻
の
届
出
が
平

満
た
す
、
婚
姻
の
届
出
が
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
の
夫
婦
で
、
平

年
４
月
１
日
以
降
の
夫
婦
で
、
平

成
29
年
度
中
に
市
内
の
賃
貸
住
宅

年
度
中
に
市
内
の
賃
貸
住
宅

等
で
新
生
活
を
は
じ
め
る
人

等
で
新
生
活
を
は
じ
め
る
人

①
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方

①
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳

未
満
の
夫
婦

未
満
の
夫
婦

②
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
３
年

②
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
３
年

以
上
五
條
市
に
居
住
し
て
い
る

以
上
五
條
市
に
居
住
し
て
い
る

夫
婦
夫
婦

③
前
年
の
所
得
が
世
帯
で
３
４
０

③
前
年
の
所
得
が
世
帯
で
３
４
０

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
同
様
の
補
助
金
を
他
市

⑤
過
去
に
同
様
の
補
助
金
を
他
市

町
村
で
受
け
て
い
な
い
こ
と

町
村
で
受
け
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
の
額

　

住
居
費
用
お
よ
び
引
越
費
用
で

　

住
居
費
用
お
よ
び
引
越
費
用
で
、

20
万
円
ま
で

万
円
ま
で

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
月
）

　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら
か
ら

※

そ
の
他
、

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は

詳
し
い
内
容
は
児
童
児
童

福
祉
課

福
祉
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

に
あ
る
「
応
募
の
手

「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

五條市結婚新生活支援事業補助金
　

結
婚
し
五
條
市
内
で
新
生
活
を

結
婚
し
五
條
市
内
で
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
賃

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
賃

貸
住
宅
を
借
り
る
た
め
の
敷
金
・

貸
住
宅
を
借
り
る
た
め
の
敷
金
・

礼
金
・
共
益
費
等
の
住
居
費
用
や

礼
金
・
共
益
費
等
の
住
居
費
用
や

賃
貸
住
宅
・
自
己
所
有
住
宅
等
へ

賃
貸
住
宅
・
自
己
所
有
住
宅
等
へ

の
引
越
費
用
（
個
人
で
実
施
す
る

の
引
越
費
用
（
個
人
で
実
施
す
る

引
越
費
用
は
対
象
外
）
の
一
部
を

引
越
費
用
は
対
象
外
）
の
一
部
を

応
援
し
ま
す
。

応
援
し
ま
す
。

五條市での結婚新生活スタートを応援します

最大
20 万円

補
助
の
対
象

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
全
て

満
た
す
、
婚
姻
の
届
出
が
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
の
夫
婦
で
、
平

成
29
年
度
中
に
市
内
の
賃
貸
住
宅

等
で
新
生
活
を
は
じ
め
る
人

①
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳

未
満
の
夫
婦

②
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
３
年

以
上
五
條
市
に
居
住
し
て
い
る

夫
婦

③
前
年
の
所
得
が
世
帯
で
３
４
０

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
過
去
に
同
様
の
補
助
金
を
他
市

町
村
で
受
け
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
の
額

　

住
居
費
用
お
よ
び
引
越
費
用
で
、

20
万
円
ま
で

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付

　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら

※

そ
の
他
、
詳
し
い
内
容
は
児
童

福
祉
課
、
支
所
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
応
募
の
手

引
き
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
し
五
條
市
内
で
新
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
賃

貸
住
宅
を
借
り
る
た
め
の
敷
金
・

礼
金
・
共
益
費
等
の
住
居
費
用
や

賃
貸
住
宅
・
自
己
所
有
住
宅
等
へ

の
引
越
費
用
（
個
人
で
実
施
す
る

引
越
費
用
は
対
象
外
）
の
一
部
を

応
援
し
ま
す
。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



 

保
険
課
か
ら

  
各
種
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

五
條
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
を
早
期

に
発
見
し
、
ま
た
予
防
し
て
す
こ

や
か
な
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
、
脳

ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
の
で
、

次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

▼
４
月
１
日
現
在
か
ら
ド
ッ
ク
受

診
日
ま
で
継
続
し
て
五
條
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
人
は
対
象
外
）

▼
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯

▼
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
満

35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

※

該
当
す
る
世
帯
に
は
５
月
上
旬
に
案
内

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※

受
付
は
申
込
順
と
し
、定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

特
定
健
診
（
健
康
診
査
）

　

健
康
診
査

■
実
施
期
間

　

5
月
１
日（
月
） 

〜 

　

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

■
自
己
負
担
額

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

１
０
０
０
円

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

５
０
０
円

■
受
診
方
法　

対
象
者
に
受
診
券

等
を
郵
送
し
ま
す
。
健
康
診
査

実
施
機
関
に
電
話
等
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容　

問
診
、
診
察
、
身

体
計
測
、血
圧
測
定
、血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、
貧
血

検
査
（
必
要
に
応
じ
て
眼
底
検

査
）

※

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
希

望
す
る
場
合
は
カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
８
８
）
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
９
３
）

    

人
間
ド
ッ
ク

■
受
付
日
・
場
所

▼
５
月
18
日
（
木
）

　

８
時
30
分
〜
15
時

　

市
民
会
館
、
各
支
所

▼
５
月
19
日
（
金
）
以
降

　

市
役
所
保
険
課
、
各
支
所

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
木
）
〜

　

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

■
定
員　

50
人

■
自
己
負
担
額 

９
５
０
０
円

  

（
検
査
料
3
6
0
0
0
円
か
ら

　

２
６
５
０
０
円
を
五
條
市
が

　

補
助
し
ま
す
）

■
受
付
時
に
必
要
な
も
の

　

①
健
康
診
査
受
診
券

　

②
質
問
票（
郵
送
さ
れ
た
も
の
）

　

③
被
保
険
者
証

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
６
７
）

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

※

申
込
で
き
る
の
は
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か
１
つ
だ
け
と
な
り
ま
す
。

※

特
定
健
診
を
受
け
た
後
、人
間
ド
ッ
ク
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※

昨
年
申
込
を
し
て
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、今
回
申
込
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

   

受付開始日

受付時間 

健診期間 

検査料 

本人負担額 

市負担 

 
医療機関
定員

受診日

 
 

 

 

受付場所 

申込方法

 

 

被保険者証・案内状 ( オレンジ色の封筒 )を持って、
各受付日に申請してください。40歳以上の人で人間ドック
を申し込む人は、４月下旬に送付している特定健診の受
診券および質問票も必ず持ってきてください。

脳ドック 人間ドック

▼５月16日（火）は
　市民会館1階ロビー
▼５月17日（水）以降は
　保険課窓口
※西吉野支所、大塔支所は
５月16日（火）～６月30日（金）

▼５月18日（木）は
　市民会館１階ロビー　　　　　
▼５月19日（金）以降は
　保険課窓口
※西吉野支所、大塔支所は
５月18日（木）～６月30日（金）

①南奈良総合医療センター
　▼２００人　
　▼毎週水曜日
②済生会御所病院
　▼５０人
　▼受診者が医療機関に予約

▼市内指定の医療機関
▼２５０人
▼受診者が医療機関に予約

５月16日（火） ５月18日（木）

６月１日（木）～
　平成30年３月30日（金）

８時30分～15時
６月１日（木）～
　平成30年１月31日（水）

３７，０００～３７，６６０円 ３６，０００円
１２，０００円 １０，０００円

２５，０００～２５，６６０円 ２６，０００円 この機会に
ぜひ受診して
ください

各種ドック・検診のお知らせ

８くらしのメモ



製造事業所の皆さん
工業統計調査が実施されます

　工業統計とは、製造業を営む事業所を対象に、１年間の
生産活動による造品の出荷額・原材料使用額などを調査し、
製造業の実態を明らかにすることを目的とする国の重要な
調査です。対象の事業所には、５月中旬から６月にかけて
統計調査員が調査票を届けるか、国から直接郵送で届きま
すので、回答をよろしくお願いします。
※統計法により秘密は厳守されますので、正確に回答してください。

■詳しくはホームページ　http://www.meti.go.jp/statistics/
■問合先　地域政策課（内線２４２）

■
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険

等
に
か
わ
っ
た
と
き
は
、
国
民

健
康
保
険
の
脱
退
の
手
続
き
が

必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
手
続

き
は
会
社
な
ど
で
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
必
ず
保
険
課
で
脱
退
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

脱
退
手
続
き
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
が
い
つ
ま
で
も
課

税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

■
手
続
の
際
に
必
要
な
も
の

▼
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保
険
証

（
扶
養
家
族
分
も
）
ま
た
は
社

会
保
険
の
資
格
取
得
証
明
書

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
切
り
替
え
た
人
全
員
分
）

▼
印
鑑

※

手
続
き
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
険
課
に
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
か
ら

 

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は…

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

資
格
喪
失
日
（
社
会
保
険
等
に

加
入
し
た
日
）
以
降
は
使
え
ま

せ
ん

　

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
日
以

降
に
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
使
っ
て
医
療
機
関
・
薬
局
を

受
診
し
た
場
合
は
、
新
し
い
被
保

険
者
証
を
受
け
取
っ
て
か
ら
速
や

か
に
受
診
し
た
医
療
機
関
や
薬
局

に
被
保
険
者
証
が
変
わ
っ
た
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
資
格
が
無
い
の
に
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し

た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
が
負

担
し
た
医
療
費
を
受
診
し
た
人
に

請
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
と
き
は

学
生
用
の
被
保
険
者
証
が
あ
り

ま
す

　

五
條
市
国
保
加
入
者
が
大
学
や

短
大
な
ど
へ
進
学
す
る
た
め
市
外

に
転
出
す
る
と
き
に
、
学
生
用
の

被
保
険
者
証
（
マ
ル
学
被
保
険
者

証
）
を
交
付
し
ま
す
。
マ
ル
学
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
た
加
入
者

は
、
転
出
先
で
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
マ
ル
学
被
保
険
者
証
の
更
新
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す　

　

マ
ル
学
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
た
加
入
者
は
、
現
況
確
認
の
た

め
、
毎
年
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
印
鑑

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
６
７
）

者
証
は
、

■
医
療
費
の
返
還
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　

社
会
保
険
等
へ
の
加
入
や
市
外

へ
転
出
し
た
場
合
な
ど
、
五
條
市

の
国
民
健
康
保
険
（
以
降
、
「
五

條
市
国
保
」
）
の
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
状
態
（
無
資
格
）

で
、
五
條
市
国
保
の
被
保
険
者
証

を
使
用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
は
、
五
條
市
国
保
が
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
保
険

給
付
分
（
７
割
〜
９
割
）
を
返
還

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

後
日
、
市
役
所
か
ら
返
還
請
求

の
通
知
書
と
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
や
市
役
所
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、
返
還
さ
れ
た
保
険
給
付

分
は
新
し
く
加
入
さ
れ
た
社
会

保
険
等
に
受
診
日
の
翌
日
か
ら

２
年
以
内
に
申
請
を
行
え
ば
払

い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

わ
か
ら
な
い
と
き
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

国民健康保険の手続

９ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



五條市「暮らしの便利帳」官民協働で発行します
　五條市では市制施行 60周年を記念

し、窓口での各種手続きや行政情報を

掲載した五條市「暮らしの便利帳」を

民間事業者と協働発行します。

■問合先　企画政策課（内線３０３）

　この協働事業は、五條市と株式会社サイネッ

クスが協定を締結し、有料広告のある便利帳

を作成することで、無償で全世帯に配布する

ものです。

　広告募集のため、５月上旬から市内事業所

を株式会社サイネックスが訪問します。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
知
識
や
技
術
、

特
技
や
趣
味
を
い
か
し
、
幼
稚
園

や
学
校
の
教
育
活
動
に
協
力
し
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

■
登
録
の
条
件　

保
護
者
ま
た
は

市
内
や
近
隣
市
町
村
に
住
む
成

人
で
無
償
で
活
動
で
き
る
人

■
活
動
場
所　

市
立
幼
稚
園
・
小

中
学
校

■
活
動
内
容　

教
員
の
補
佐
や
授

業
の
補
助
、
運
動
会
な
ど
の
行

事
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
登
下
校
の

見
守
り
活
動
、
伝
統
文
化
の
指
導
、

栽
培
活
動
の
支
援
な
ど
。

 ※

ほ
か
に
も
様
々
な
活
動
支
援
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
活

動
内
容
は
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
２
０
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
２
・
８
７
５
４ 募

集
中

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
！

アライグマ捕獲従事者講習会
捕
獲
従
事
者

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

野
生
動
物
を
捕
獲
す
る
に
は
狩
猟
免

許
が
必
要
で
す
が
、
五
條
市
は
国
の
承

認
を
受
け
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
限
り
所
定

の
講
習
会
を
受
け
た
人
は
捕
獲
で
き
る

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
年
１
回
だ
け
で
す
の

で
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
で
困
っ
て
い

る
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
１
０
０
人

■
内
容　

▼
防
除
実
施
計
画
お
よ
び
捕
獲
に
関
す

る
注
意
事
項
の
説
明

▼
箱
わ
な
を
使
用
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
の

捕
獲
方
法

■
受
講
料　

無
料

※

当
日
捕
獲
従
事
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
締
切　

５
月
19
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

農
林
政
策
課

　
（
内
線
２
７
２
・
２
８
４
）

ア
ラ
イ
グ
マ

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

■
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
領
収

書
（
①
購
入
日
②
数
量
③
価
格

④
申
請
者
の
氏
名
⑤
販
売
店
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　

※

原
本
が
必
要
で
す
。

▼
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
装
着
状

況
を
撮
影
し
た
写
真

▼
自
動
車
検
査
証
の
写
し

▼
印
鑑
（
認
印
可
）

※

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
29
年

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も

の
で
す
。

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

危
機
管
理
課

　
（
内
線
３
７
１
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入

促
進
事
業
補
助
金
」
を
今
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
故
防
止 

＆

動
く
防
犯
カ
メ
ラ

みどり園だより
■みどり園の開園時間
　▼指定袋入りおよび資源物
　8時 30分～ 11時 50分、13時～ 16時
　▼計量が必要なごみ
　※事前申請が必要です。（当日でも可能）
　9時 00分～ 11時 50分、13時～ 16時

　ごみは種類に応じた指定ごみ袋に入れてく
ださい。その他の燃えないごみの分別につい
て、鉄類は「資源物」の袋ではなく、「カン・
小型金属類」の指定ごみ袋に入れてください。
※判断が難しいごみについてはみどり園まで
連絡してください。

■問合先　みどり園
☎２４・４１１１ ごみの分別に協力お願いします

10くらしのメモ



第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

20 歳以上 60 歳未満の自営業・
無職・学生等、第 2号・第 3
号ではない人

原則 65 歳未満の厚生年金保
険の被保険者と共済組合の
組合員

20 歳以上 60 歳未満の第 2
号被保険者に扶養されてい
る配偶者

■
扶
養
か
ら
外
れ
る
と

　

会
社
員
や
公
務
員
（
第
２
号
被

保
険
者
）
の
配
偶
者
と
し
て
扶
養

さ
れ
る
主
婦
・
主
夫
は
国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

配
偶
者
の
退
職
や
本
人
の
収
入

が
１
３
０
万
円
を
超
え
た
、
離
婚

し
た
な
ど
の
理
由
で
扶
養
か
ら
外

れ
た
場
合
に
は
、
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
切
替
手
続
が
必
要
で
す
。

扶
養
か
ら
外
れ
た
人
に

国
民
年
金
の
特
定
期
間
・
特
例
追
納
制
度
■
特
例
追
納
に
つ
い
て

　

届
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
、
特
定
保
険
料

を
納
付
（
特
例
追
納
）
を
す
る
こ

と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

既
に
年
金
を
受
け
と
っ
て
い
る

人
は
、
特
例
追
納
を
し
て
も
年

金
額
が
増
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

国民年金の手続

■
特
例
追
納
の
対
象
期
間

▼
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未

満
の
人…

承
認
が
あ
っ
た
月
前

10
年
以
内
の
期
間

▼
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以

上
の
人…

50
歳
以
上
60
歳
未
満

で
あ
っ
た
期
間

■
問
合
先　

▼
市
民
課
年
金
係

（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

■
特
定
期
間
と
は

　

こ
の
切
替
手
続
が
２
年
以
上
遅

れ
、
時
効
に
よ
り
国
民
年
金
の
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
期
間
を
特
定
期
間
と
言
い

ま
す
。

　

届
出
に
よ
り
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

年
金
を
受
け
と
れ
な
い
事
態
を
防

止
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、
年
金
額
に
は
反
映
し

ま
せ
ん
。

　

現
在
、
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

３
月
中
ご
ろ
に
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金　
　
　

 

受
付
は
６
月
21
日
（
水
）
ま
で

■
申
請
期
間　

６
月
21
日
（
水
）
ま
で

※

郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

■
支
給
対
象
者　

平
成
28
年
１
月
１
日

現
在
で
五
條
市
に
住
民
票
の
あ
る
人

で
、平
成
28
年
度
に
市
町
村
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
平

成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
３
千
円

の
支
給
対
象
者
）

※

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
で
あ

る
、
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
場

合
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

１
万
５
千
円

※

申
請
か
ら
入
金
ま
で
に
３
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

■
問
合
先　

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

　

☎
２
２
・
５
０
７
３

　

▼
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
０
９
）

（
経
済
対
策
分
）

臨時福祉給付金
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
う

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

詐
取
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

就職への不安や悩みはありませんか？
　働く意欲はあっても、実際に働くことを不安に思って
いる人へ、精神障害者雇用トータル・サポーターが個別
に就職相談・支援を行っています。※精神障害の診断を
受けていない人も利用できます。
■相談日　毎週第 2 火曜日 ９時～ 15 時（要予約）
■予約・問合先　ハローワーク下市
☎０７４７・５２・３８６７

緊張感や不安感が
非常に強い

が
自分に合う
仕事がわからない

通院、服薬しながら
仕事ができるか心配

コミュニケーションが苦手
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平
成
29
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
五
條
市
当
初
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
れ
だ
け
入

っ
て
き
て
、
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
か
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
（※

）
の
縮
減
な
ど
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
中
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
定
住
化
の
推
進
な
ど
、
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
元
気
な
五
條
市

の
実
現
に
向
け
、
国
や
県
の
補
助
制
度

や
過
疎
債
・
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な

財
源
を
最
大
限
活
用
し
、
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
防
災
・
減
災
対
策
、
定
住
化
・

少
子
化
・
地
域
活
性
化
対
策
、
福
祉
医

療
・
環
境
保
全
対
策
、
人
材
育
成
対
策

の
４
項
目
に
合
致
す
る
施
策
に
重
点
的

に
予
算
の
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
市

制
施
行
60
周
年
記
念
関
連
事
業
等
の
予

算
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
に
よ
り
編
成
し

▼歳入予算の構成比

市 税
(16.5%) 分担金

及び負担金 (2.7%)

使用料
及び手数料 (1.7%)

諸収入等 (1.1%)
交付金等 (4.2%)

国庫支出金 (9.6%)

県支出金 (7.8%)

市債
(13.1%)

地方
交付税
(37.8%)

一般会計
歳入予算

繰入金 (5.5%)

国や金融機関からの借入金

五
條條
市
当
初
予
算
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
29
年
度

市民税
(41.0%)

固定
資産税(46.3%)

軽自動車税
(3.5%)

市たばこ税
(5.3%) 都市計画税(3.9%)

市税の
内訳

　

予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
ど
れ
だ
け
入
っ
て
き

て
、
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
か

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

▼市税の内訳区   分  
平成29 年度 

当初予算 

対前年度

増減率

市 民 税 12億8,886万円 0.4%

うち個人市民税 11億 700万円 0.7%  

 うち法人市民税 1億8,186万円 △1.2% 

固定資産税 14億5,579万円 △0.7% 

軽自動車税 1,040万円 △2.3% 

市たばこ税 1億 6,780万円 △0.1%

都市計画税 1億 2,150万円 1.8%

合   計 31億4,435万円 △0.2%

1 億

■
問
合
先　

財
政
課

　
（
内
線
２
１
２
）

た
新
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
総

額
は
、
１
９
１
億
２
千
万
円
で
、
や
ま

と
広
域
環
境
衛
生
事
務
組
合
や
南
和
広

域
医
療
企
業
団
へ
の
負
担
金
、
お
よ
び

シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業
費
等
が
大

き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
26
億
１
千
万
円
、
12
％
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼一般会計歳入予算

区     分  
平成29年度 

当初予算 

対前年度

増減率 

市税  31億 4,435万円 △0.2% 

繰入金 10億 5,854万円 64.9% 

分担金及び負担金   5億 2,188万円 △8.1% 

使用料及び手数料   3億 2,930万円 △8.2% 

諸収入等   2億 329万円 △32.8% 

交付金等 8億 1,720万円 △8.9% 

国庫支出金 18億 3,111万円 △13.2% 

県支出金 14億 9,173万円 △10.7% 

市債 24億 9,260万円 △46.2% 

地方交付税   △2.3%

合 計  191億 2,000万円 △12.0% 

自 

主 

財 

源 

依 

存 

財 

源

72億 3,000万円

 ※
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

　

合
併
し
た
市
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援
措
置
の
一
つ
と
し

て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
を
合
併
前
の
旧
市
町

村
ご
と
に
算
定
し
た
合
算
額
と
し
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付

税
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
合

併
後
10
か
年
度
は
全
額
措
置
さ
れ
、
そ
の
翌
年
度
（
五
條
市

の
場
合
、
平
成
28
年
度
）
か
ら
５
か
年
度
で
段
階
的
に
普
通

交
付
税
が
縮
減
さ
れ
ま
す
。
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▼一般会計歳出予算（性質別）

條

　

特
別
会
計
で
は
、
独
立
採
算
の
原
則
お
よ
び
収

支
の
健
全
化
を
重
視
し
、
経
営
の
一
層
の
合
理
化
、

効
率
化
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
可
能
な
限
り
圧
縮
す
る
よ
う
取

り
組
み
ま
し
た
。
特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年
度

予
算
と
比
較
し
て
1
億
7
0
9
0
万
円
、
率
に
し

て
1.5
％
の
減
、
ま
た
水
道
事
業
会
計
で
は
、
簡
易

水
道
事
業
の
統
合
等
に
よ
り
7
億
8
8
1
4
万
円
、

率
に
し
て
67
.
4
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
各
会
計
別
予
算
の
ま
と
め

▼シダーアリーナ整備事業（防災力強化棟整備）
　1億　270 万円
　シダーアリーナの防災力強化を図るため、

自家発電設備および災害時の防災施設（防

災力強化棟）を整備

▼新庁舎整備事業
　9,020 万円
　防災の拠点でもある五條市庁舎の建設事業。

29年度は、新庁舎整備にかかる設計業務

▼奈良県広域消防組合負担金
　９億 2,736 万円
　消防体制の基盤強化等にかかる奈良県広域
消防組合に対する負担金

▼新婚世帯等住宅取得補助事業
　2,000 万円
　本市への定住化を目的とし、市内に住宅を

取得した新婚世帯、ＵＩＪターン者に対し

補助金を交付

▼地域公共交通対策事業
　1億 1,897 万円
　公共交通空白地帯の解消と、交通弱者の移

動手段の確保を図る事業

▼大和二見駅前整備事業（新規）
　1,160 万円
　大和二見駅乗降者等の利便性向上のため、
駅前トイレを整備

▼南和広域医療企業団負担金
　2億 2,976 万円
　南奈良総合医療センターを運営する南和広

域医療企業団に対する負担金

▼花咲寮整備事業
　1億 8,843 万円
　養護老人ホーム「花咲寮」の移転整備

▼ごみ中継所整備事業
   5,100 万円
　やまとクリーンパークに搬入するごみの中

継所整備にかかる設計業務

▼やまと広域環境衛生事務組合負担金　
   2 億 1,881 万円
　やまとクリーンパークを運営するやまと広

域環境衛生事務組合に対する負担金

▼賀名生分校魅力化推進事業（新規）
   5,404 万円
　地域農業の担い手育成や移住・定住促進を
目指し、教育内容を特色化し広く生徒を募

集する等、賀名生分校の魅力向上事業。29

年度は、学生寮整備工事費等

▼文化博物館改修事業（新規）
   1 億 3,700 万円
　五條文化博物館のリニューアルに向けた、
施設・設備の大規模改修工事

▼ふるさと学習推進事業
   365 万円
　ふるさとにこだわり、ふるさとを愛する心
情を育てるためふるさと学習推進事業を小

　・中学校で実施。29年度は教材冊子「五條

学」、「五條かるた」の制作

会  計  名 平成29年度
当初予算 

対前年度
増減率

 

   一 般 会 計 191億2,000万円 △12.0% 
国民健康保険 53億3,200万円 2.4% 
簡易水道 0万円 皆減 
下水道事業 12億7,850万円 4.6% 
墓地事業 2,170万円 △6.9% 
介護保険 41億8,860万円 7.3% 
大塔診療所 4,150万円 1.5% 

農業集落排水事業 420万円 0% 
後期高齢者医療 4億3,650万円  △1.0% 

  
  

特

別  

会

計 

小      計 113億   300万円 △1.5% 
水道事業会計  19億5,733万円 67.4% 
合 計 323億8,033万円 △5.8% 

区　　　　分 
平成 29年度 
当初予算額 

対前年度 
増減率  

人件費  27億5,392万円 0.7% 
公債費 29億6,330万円 △0.9% 

義務的 
経費 

扶助費   29億2,843万円 2.8% 
普通建設事業費  22億1,867万円 △28.0% 投資的 

経費 災害復旧事業費 301万円 0.0% 
物件費 29億   937万円 △1.0% 
繰出金 28億4,005万円 △2.0% 
補助費等  23億6,063万円 △42.2% 

その他
の経費

 
その他 1億4,262万円 △4.4% 

合　　　 計 191億2,000万円 △12.0% 

議会費 1億 6,075 万円

総務費 19 億 8,413 万円

民生費 58億 1,539 万円

衛生費 20億 6,774 万円
農林業費 12 億 3,116 万円

商工費 2億 5,685 万円

土木費 20億 4,881 万円

消防費 11 億 1,949 万円

教育費 14 億 4,937 万円

災害復旧費 301 万円

公債費 29 億 6,330 万円

予備費 2,000 万円

一般会計
歳出予算
（目的別）

▼歳出予算の構成比（目的別）

▼歳出予算の構成比（性質別）

一般会計
歳出予算
（性質別）

人件費
(14.4%)

公債費
(15.5%)

扶助費
(15.3%)

普通建設事業費(11.6%)

物件費
(15.2%)

補助費等
(12.3%)

繰出金
(14.9%)

その他(0.8%)

他の会計に
渡す財源

業務に必要な物品
等の調達費用など

職員給与、議員報酬など

借入金の返済

道路、公園、建物の整備など

福祉・医療の
給付金など

維持補修費・予備費など各種負担金・補助金・
報償費など
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五
條
市
の
各
部
局
の

目
標
を
報
告
し
ま
す

平成 29年度

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　

（
内
線
３
０
３
）

今年度に五條市が重

点的に取り組む施策目

標について、各部局ご

とに目標を報告します。

　五條市ではこれから

も皆さんにわかりやす

い、誠実で正直な市政

運営を進めます。

　

五
條
は
有
数
の
歴
史
と
文
化
、
景
勝

の
地
で
す
。
後
世
に
伝
え
、「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
、「
こ
こ
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

い
え
る
教
育
を
み
ん
な
で
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

将来のまちづくりを展望し、より
質の高い五條の教育を整えます

教育長

　

市
職
員
は
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。
市
民
と
率
直
に
会
話
で
き
、

仕
事
に
意
欲
と
責
任
を
持
て
る
職
員
を

育
て
、
将
来
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

人材を育てる
市民に信頼される職員の育成

副市長

　

新
五
條
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
け

る
重
点
事
業
を
効
率
的
・
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
新
庁
舎
建
設
事
業
や
ご

み
中
継
施
設
建
設
事
業
な
ど
の
各
事
業

の
進
捗
管
理
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

円滑な事業調整、効率的かつ効果
的な事業進捗管理を目指します

技監

　

市
民
生
活
の
向
上
に
向
け
た
様
々
な

政
策
課
題
に
対
し
、
円
滑
な
部
局
間
連

携
・
調
整
を
行
い
、
各
部
局
の
取
組
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

円滑な連携・調整により、各部局
の取組をバランス良く進めます

理事

八
田　

護

堀
内 
伸
起

樫
内 

成
吉

山
田 

和
宏

14各部局の目標を報告します



　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大

規
模
災
害
に
対
す
る
迅
速
な

救
援
体
制
の
構
築
の
た
め
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
併
設
し
た
陸

上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
広
域
防

災
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
に

向
け
、
奈
良
県
と
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
市
内

総務部

市民の安全・安心のため、大規模
災害に対する体制強化を図ります

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
や

「
記
念
式
典
」
な
ど
、
記
念

事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

市
制
施
行
60
周
年
が
市
民
の

記
念
に
も
な
る
よ
う
、
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

げ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・
新
婚
世

帯
へ
の
住
宅
取
得
補
助
金
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、
市

独
自
の
交
付
金
制
度
で
あ
る

市長公室

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用

し
、
五
條
市
に
活
力
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
と
ブ
ラ

ン
ド
創
造
事
業
」
の
具
体
的

な
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「NHKのど自慢」や「記念式典」等、
市制施行 60周年記念事業を推進

各部局の目標を報告します

　

市
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
意
識
を
徹
底
し
、
更

な
る
節
約
を
図
り
な
が
ら
限

ら
れ
た
予
算
の
効
果
的
・
効

率
的
な
執
行
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
選
択
と
集
中
」「
優

先
順
位
」
を
基
本
に
し
な
が

ら
、
費
用
対
効
果
や
必
要
性

を
十
分
検
討
し
た
う
え
、
次

年
度
の
予
算
編
成
に
努
め
ま

す
。

危機統括室

　

管
理
運
営
費
の
増
大
や
施

設
の
老
朽
化
等
の
課
題
に
対

応
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の

取
組
を
継
続
す
る
ほ
か
、
施

設
の
整
理
・
統
合
お
よ
び
効

果
的
な
利
用
に
つ
い
て
、
現

況
を
把
握
し
、
将
来
の
方
向

性
を
定
め
ま
す
。

将来のまちづくりへ、安定した行
財政運営の基盤づくりに努めます

　

す
こ
や
か
市
民
部
は
、
市

民
課
、
保
険
課
、
人
権
施
策
課
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
４
課

で
構
成
さ
れ
、
戸
籍
・
住
民

票
・
印
鑑
証
明
な
ど
の
各
種

届
出
や
交
付
、
国
民
年
金
等

の
業
務
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
福

祉
医
療
・
健
康
づ
く
り
や
診

療
所
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
窓
口
業
務
は
市
民

目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に

すこやか市民部

努
め
、
わ
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
窓
口
を
目
指
し
、

市
民
の
満
足
度
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
人
権
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

市民に信頼され親しみやすい
市役所窓口の向上を目指します！

公
室
長　

辻
田 

祥
友

部
長　

竹
本 

勝
治

部
長　

和
田 

剛
明

危
機
管
理
監　

山
本
修
二

全
域
で
防
災
行
政
無
線
の
運

用
を
始
め
、
避
難
勧
告
な
ど

の
避
難
情
報
の
告
知
や
、
緊

急
地
震
速
報
等
の
市
民
へ
の

緊
急
情
報
伝
達
の
多
重
化
を

行
い
、
市
民
の
安
全
・
安
心

の
向
上
に
よ
り
一
層
努
め
て

い
き
ま
す
。
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全
国
有
数
の
柿
の
産
地
と

し
て
、
多
く
の
若
者
が
柿
づ

く
り
に
励
ん
で
い
る
一
方

で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著

し
い
地
区
も
多
く
、
限
界
集

落
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
地
区
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
常
に
住
民
に
寄
り
添
い
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
、
い
つ
ま
で
も
、
安
心

西吉野支所

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩

ん
で
い
く
、
西
吉
野
支
所
で

あ
り
続
け
ま
す
。

地域の皆さんが安心して暮らせる
まちづくりを目指します

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

障
害
福
祉
・
高
齢
福
祉
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
介

護
・
予
防
、
生
活
支
援
等
の

サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
出
会
い
の

場
の
創
出
や
結
婚
に
伴
う
新

あんしん福祉部

生
活
の
始
ま
り
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
結
婚
を
促
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
の
た
め
の
子
育
て
世
代
の

交
流
や
相
談
等
の
場
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
子

ど
も
を
育
て
た
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

子どもから高齢者まで、誰もが暮
らしやすい五條市を目指して

　

住
み
よ
い
生
活
の
基
盤
整

備
に
加
え
、
地
域
の
共
同
活

動
を
通
じ
た
集
落
機
能
の
維

持
・
活
性
化
の
た
め
に
、
空

き
家
等
対
策
計
画
の
策
定

や
、
ご
み
中
継
施
設
の
建
設
、

ご
み
の
減
量
化
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
京
奈
和
自
動
車
道

開
通
を
契
機
と
し
た
「
企
業

の
誘
致
活
動
の
強
化
」
や
、

ジ
ビ
エ
を
活
用
し
て
五
條
市

産業環境部

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

五
條
市
の
恵
ま
れ
た
自
然

を
守
り
、
快
適
で
安
心
・
安

全
な
衛
生
的
な
生
活
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

快適で安心・安全な環境を実現、
地域のＰＲや活性化を図る

　

市
民
が
安
心
し
て
定
住
で

き
る
都
市
を
創
造
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
の
も
と
、
安
全
・
安
心
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
道
路
・
公
園
・
河
川
・

下
水
道
等
の
都
市
環
境
整
備

を
効
率
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
度
末
に

完
成
予
定
の
新
庁
舎
に
つ
い

都市整備部

て
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る

新
た
な
交
流
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
、
道
路
整
備
と
合
わ

せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
庁
舎
に
す
る
た
め
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安心して定住できるまちづくりの
ため、環境整備を実施します

各部局の目標を報告します

部
長　

井
上　

昭

支
所
長　

森
川 

義
彦

部
長　

平
田 

耕
一

部
長　

稲
次 

裕
美

16各部局の目標を報告します



　

大
塔
地
域
は
高
齢
化
・
人

口
減
少
の
中
、
住
民
が
安
心

し
て
こ
の
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
住
民
の
声
を
親
切
・

丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
関
係
分

野
と
連
携
し
て
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
・
買
物
ツ
ア
ー
・
移
動

販
売
（
吉
野
ス
ト
ア
）・
生

活
道
の
維
持
管
理
を
継
続
し

ま
す
。

　

特
産
品
・
文
化
の
発
掘
等
、

大塔支所

住
民
の
い
こ
い
の
場
づ
く
り

を
考
え
、
災
害
時
に
迅
速
な

対
応
を
行
い
、
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
造
り
に

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
優
し
い
暖
か
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

親切・丁寧・迅速に住民のニーズ
に応える、優しい地域づくり

　

五
條
市
で
は
、
０
歳
か
ら
15

歳
ま
で
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
育
ち
を
大
切
に
し
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
を
生
き
抜
く
た
め

に
必
要
な
確
か
な
学
力
、
人
を

思
い
や
る
豊
か
な
人
権
感
覚
や

郷
土
愛
、
未
来
を
拓
く
強
い
意

志
等
を
身
に
つ
け
る
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
向
け
た
「
学
校
力
」

づ
く
り
を
目
指
し
、
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
保
幼
小
中
を
つ

な
ぐ
将
来
を
見
据
え
た
教
育
体

制
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

教育委員会事務局

ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
を
重
視
し
、

知
・
徳
・
体
の
３
側
面
か
ら
な

る
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
、

地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
る「
ふ

る
さ
と
学
習
」
の
推
進
を
柱
に
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
連
携

し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

「五條で学んでよかった、学ばせ
てよかった」という教育を構築

　

水
道
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
に
、
老
朽
化
施
設

の
整
備
更
新
を
推
進
し
ま
す
。

資
産
管
理
手
法
を
用
い
た
老

朽
化
施
設
の
更
新
計
画
を
策

定
し
、
老
朽
管
を
は
じ
め
、

重
要
管
路
の
更
新
や
、
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
従

い
、
水
道
事
業
の
安
定
的
な

水道局

運
営
を
目
指
し
ま
す
。
水
道

事
業
の
運
営
経
費
の
ほ
と
ん

ど
が
、
水
道
使
用
者
の
み
な

さ
ん
の
水
道
料
金
で
す
。
水

道
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を

行
う
た
め
に
、
水
道
料
金
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生活に欠かせない「安全」「安心」
な水道水の安定供給を目指します

　

議
会
活
動
、
議
会
改
革
、

議
員
活
動
の
補
佐
を
推
進
し
、

時
代
に
あ
っ
た
議
会
運
営
と

開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に
向

け
更
な
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

情
報
収
集
と
効
果
的
な
視
察

実
施
の
補
佐
を
推
進
し
ま
す
。

　

執
行
機
関
の
関
係
部
局
と

の
的
確
な
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
本
会
議
お
よ
び
各
委

員
会
の
運
営
そ
の
他
の
議
会

議会事務局

運
営
が
円
滑
か
つ
効
率
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
補
佐
し
ま
す
。

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

推
進
す
る
た
め
、
議
会
活
動

情
報
等
を
積
極
的
に
公
開
し

て
い
き
ま
す
。

市民の信頼と、その負託に応える議
事運営と開かれた議会づくりの推進

各部局の目標を報告します

事
務
局
長　

坂
口 

愼
一

部
長　

松
井 

和
永

水
道
局
長　

松
本 

武
士

支
所
長　

泉
谷 

進
治
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国
際
交
流

E
x
c
h
ange

In
ternatio

n
a
l

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 96回

こんに
ちは、

　

エリッ
ク コ

ズィオ
ールで

す

 There’s an old saying that goes “An 
apple a day keeps the doctor away.” It means 
that eating fruits (or healthy food in general) 
is a way to keep yourself healthy. Lots of 
people focus on the apple part and checking 
to see if eating apples actually improve your 
health. (It seems like the result is not so 
much. It’s not that they are bad for you, 
they’re just not a miracle cure.)

 But I think the most important part 
of this cute little phrase is “a day”. Because 
that is the most important thing we have to 
think about. What are we doing each day for 
our health? What are we doing each day to 
be happy? As an English teacher, I often get 
asked what to do to be better at English. I 
ask back “What are you doing every day?”

 If you want to learn English, how to 
play the piano, or be good at anything, 
remember this. Have you “eaten your apple 
today”? It might not make you perfect, but 
each little step is what will help you be 
better.

　「一日一個のりんごで医者いらず」という古い言い伝え
があります。果物（一般的に、健康によい物）を食べてい
ると、体に良いという意味です。多くの人は、その「りん
ご」という部分に注目して、りんごを食べると本当に健康
に良いかどうかを調べたりします。（結果はそれほど効果
があるわけではなく、りんごは体に悪い物でも、またもの
すごく良い物でもないということの様です。）

　しかし、私はこのかわいらしいことわざの一番大切なと
ころは、「一日に」という部分だと思います。ここが、一
番考えなければならない大切なところだからです。皆さん
は、健康のために日々何をしていますか？幸せになるため
に毎日どうしていますか？英語の教師として、「英語が上
手になるにはどうしたらよいか」という質問をよく受ける
のですが、私は「（そのために）あなたは日々何をしてい
ますか？」と聞き返します。

　もし皆さんに、英語やピアノや何か上達したいものがあ
るならば、この言葉を覚えておいてください。「あなたは
今日、あなたのりんごを食べましたか？」それで完璧にで
きるようになるものではありませんが、毎日少しずつ積み
重ねることによって、何でも上達していくのではないでし
ょうか。

Daily Apple 「毎日のりんご」

「一日一個のりんごで医者いらず」
「健康によい食事を続けることで、健康が保たれる。」という意
味でよく用いられることわざ。

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

５ 月

　

名
作
ド
ラ
マ
「
大
草
原
の
小

さ
な
家
」
の
原
作
を
安
野
光
雅

の
絵
と
訳
で
描
き
お
ろ
し
。
美

し
い
絵
と
親
し
み
や
す
い
日
本

語
訳
で
、
ア
メ
リ
カ
の
西
部
開

拓
時
代
の
温
か
く
力
強
い
暮
ら

し
を
忠
実
に
描
く
。

船
登 

惟
希
／
著

u
s
i
／
イ
ラ
ス
ト

K
A
D
O
K
A
W
A　

ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
・
ワ
イ
ル
ダ
ー
／
作

安
野 

光
雅
／
絵
・
監
訳　

朝
日
出
版
社

 

人
間
と
自
然
が
共
存
す
る
こ

と
の
む
ず
か
し
さ
と
、
自
然
が

も
た
ら
す
恵
み
の
あ
り
が
た
さ

を
伝
え
る
福
島
県
会
津
地
方
の

の
伝
説
を
絵
本
化
。

堀
田 

貴
之
／
著

技
術
評
論
社

中
野 

京
子
／
著

文
藝
春
秋

猫魔ヶ岳の妖怪
福島の伝説 

葉
室　

麟
／
著

朝
日
新
聞
出
版

運命の絵 小さな家のローラ

中学一冊目の参考書
行きたい高校に行くための
勉強法がわかる

斎
藤 

隆
夫
／
絵

八
百
板 

洋
子
／
再
話

福
音
館
書
店

柳
原 

明
彦
／
絵
と
文

縄
田 

栄
治
／
監
修　

保
育
社

新

図
書
館
司
書

　

お
ス
ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

調べてなるほど！
花のかたち

さくら研究ノート

近
田 

文
弘
／
著

大
野 

八
生
／
絵　

偕
成
社

一人を楽しむ
ソロキャンプの
すすめ

風のかたみ

　

図
書
館
だ
よ
り
や

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

すーくん
五條市立
図書館
c

“An apple a day keeps the doctor away.”
A common saying that means “eating healthy food will keep 
you healthy”.

え
ほ
ん
の
と
び
ら

　

５
月
13
日
（
土
）

 

　

10
時
30
分
〜

お
は
な
し
会

　

５
月
28
日
（
日
）

 

　

10
時
30
分
〜

ブ
ロ
グ
で

 

図
書
館
情
報
を

 
 

チ
ェ
ッ
ク
！

http://gojolibrary.hatenablog.com/
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入社８年目生産課機械係 吉川佳樹

とにかくアットホームな工場です。自部署に限らず周りには頼もしい
先輩がたくさんいます。分からないことがあればいつでも相談でき、
とても心強いです。

Ｎｏ．１ ＆ Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ
　五條工場では鉄鋼圧延用ドライブシャフトを製造しています。

ドライブシャフトとは、微妙な力から巨大な力まで、様々な力を

伝えたい方向に確実に伝える「動力伝達の要」です。五條で生産

したドライブシャフトは世界中の製鉄所で活躍し圧延精度や生

産性向上はもとより、省エネや環境改善にも貢献しています。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.023 光洋機械工業株式会社五條工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

光洋機械工業株式会社五條
工場（住川町１３９２番地　

テクノパーク・なら工業団
地内）

☎０７４７・２６・３８８
１

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）

Yoshikawa Yoshiki

会社概要

内容　五條工場では鉄鋼圧延用ドライブシャフトを製造しています。

代表者　代表取締役社長　仲村 元靖

創業年月日 昭和３６年８月（創業５６年目）

従業員　1,210 人（連結 2,407 人 うち五條工場５９人）

　　　　（平成 29年３月１日現在）

見取り図案内其の一〇一

「藤岡玉骨の父 藤岡長二郎という人」

し
、
又
、
高
谷
山
入
会
権
の
大
訴
訟
に
は
代
表
者

に
選
ば
れ
上
京
し
、
上
告
代
言
人
（
弁
護
士
）
北

田
正
董
、
鳩
山
和
夫
等
に
頼
ん
で
村
民
の
権
益
の

擁
護
に
尽
瘁
し
た
。
明
治
二
十
二
年
町
村
制
施
行
、

初
代
の
村
長
に
就
任
し
在
籍
八
年
。
村
会
議
員
と

し
て
は
改
選
毎
に
重
選
せ
ら
れ
、
そ
の
間
郡
会
議

員
二
期
、
学
務
委
員
、
所
得
税
調
査
員
、
山
林
会

員
等
の
公
職
に
就
き
、
地
方
の
元
老
と
し
て
重
き

を
な
し
て
い
た
。

　
　

治
二
十
八
年　

南
和
鉄
道
株
式
会
社
を
創
立

し
高
田
〜
五
條
間
に
鉄
道
を
敷
設
の
議
が
あ
る
や
、

率
先
協
賛
、
会
社
幹
部
と
回
っ
て
駅
（
北
宇
智

駅
）
の
新
設
に
奔
走
し
、
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ

た
駅
を
置
か
し
め
る
こ
と
に
年
功
し
た
。
同
時
代

に
下
市
町
永
田
藤
平
を
主
唱
者
と
し
て
株
式
会
社

吉
野
銀
行
を
創
立
し
、
自
ら
五
條
支
店
を
引
受
け

通
勤
す
る
こ
と
二
十
年
、
終
身
同
行
の
取
締
役
と

し
て
地
方
経
済
の
振
興
に
寄
与
し
た
。
（
後
、
六

十
八
銀
行
他
と
合
併
し
て
南
都
銀
行
と
な
る
）

　
　

正
年
間　

養
蚕
家
の
発
展
に
伴
い
村
内
に
製

糸
工
場
を
誘
設
す
る
こ
と
が
一
般
養
蚕
家
の
た
め

必
要
で
あ
る
と
の
与
論
に
基
き
妙
寺
製
糸
株
式
会

社
の
北
宇
智
工
場
を
招
致
し
た
が
、
業
界
の
悲
況

に
遭
い
、
数
年
に
し
て
閉
鎖
の
や
む
な
き
に
至
っ

た
。
其
他
公
事
に
尽
瘁
し
て
功
績
の
多
か
っ
た
こ

と
は
同
家
に
襲
蔵
す
る
多
数
の
賞
状
、
賞
杯
が
之

を
物
語
っ
て
い
る
。
妻
ナ
ラ
ミ
ツ
は
生
駒
郡
富
和

家
の
出
、
二
人
の
中
に
四
男
七
女
を
儲
け
、
子
福

者
と
し
て
厚
生
大
臣
の
表
彰
を
う
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
」

　
　

岡
玉
骨
の
父
藤
岡
長
二
郎
氏
は
安
政
元
年

（
１
８
５
４
年
）
に
五
條
・
近
内
村
で
生
ま
れ
、

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
年
）
80
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
、
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。
藤
岡
家
に

残
る
「
長
二
郎
翁
小
伝
」
を
起
し
ま
し
た
の
で
、

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
当
時
の
五
條
を
知
る
と
い

う
意
味
で
も
興
味
深
い
資
料
で
す
。

　
　

岡
長
二
郎
翁
）
母
は
先
代
長
兵
衛
の
長
女
タ

イ
。
父
は
越
部
（
大
淀
町
）
吉
條
家
（
紀
州
公
の

脇
本
陣
）
か
ら
婿
養
子
と
し
て
入
っ
た
松
次
郎
、

長
兄
は
長
一
郎
で
あ
る
。
幼
に
し
て
頴
悟
、
頭
脳

明
晰
。
算
数
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
、
少
年
時
代

寺
子
屋
で
あ
っ
た
金
剛
性
寺
（
廃
寺
。
近
内
福
徳

寺
内
に
本
尊
を
安
置
）
で
算
盤
の
大
家
の
門
に
入

り
年
長
の
数
人
と
共
に
教
授
を
受
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
高
等
算
術
た
る
「
開
平
」
（
平
方
根
）

「
開
立
」
（
立
方
根
）
を
習
得
し
得
た
者
は
こ
の

少
年
一
人
で
あ
っ
て
、
師
も
舌
を
巻
き
「
此
上
教

へ
る
こ
と
は
無
い
」
と
い
っ
て
驚
嘆
し
た
と
い
ふ

逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

　
　

治
十
三
年　

二
十
六
歳
に
し
て
堺
県
の
酒
類

醸
造
検
査
を
命
ぜ
ら
れ
宇
智
郡
内
の
監
査
を
担
当

藤
「(

藤岡長二郎夫妻と11人の子女

◎展示案内
開催中～６月24日（土）まで
▼「鳥の名品」展

藤明

明大
そ
の
た
こ
う
じ

あ

も
と
づ

と
う
へ
い

じ
ん
す
い

せ
い
き
ん

だ
い
げ
ん
に
ん

た
か
た
に
や
ま
い
り
あ
い
け
ん

お
う

こ
し
べ

き
ち
じ
ょ
う
け

え
い
ご

こ
ん
ご
う
し
ょ
う
じ

そ
ろ
ば
ん

か
い
へ
い

か
い
り
つ

こ
の
う
え

み
ょ
う
じ

じ
ん
す
い

し
ゅ
う
ぞ
う

こ
れ

と
み
わ

こ
ぶ
く

し
ゃ

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理
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地域包括ケアシステム

■担当課　介護福祉課　長寿係・介護保険係
　　　　　　　　　　　地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　西吉野・大塔在宅介護支援センター

次回は、平成 28年度地域包括ケア会議の内容について紹介します。次回は、平成 28年度地域包括ケア会議の内容について紹介します。次回は、平成 28年度地域包括ケア会議の内容について紹介します。

住み慣れた地域で住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！
住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

■問合先　介護福祉課（内線 294・291）

■
五
條
市
の
現
状　

　

五
條
市
で
要
介
護
・
要
支
援

の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
は
、平
成
28
年
12
月
末
時

点
で
２
３
４
７
人
で
す
。こ
れ
は

市
内
の
65
歳
以
上
の
21
．７
％
の

人
が
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
こ
の
割
合
を
認

定
率
と
言
い
ま
す
）

　

一
方
で
、同
じ
時
点
で
の
全
国

平
均
は
18
．０
％（※

）で
あ
り
、

比
較
す
る
と
五
條
市
の
認
定
率

は
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
目
標
達
成
に
向
け
て

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、積

極
的
に
社
会
活
動
へ
参
加
し
た

り
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
し
た
介
護
予
防
の
取
組
み

を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、自
身

の
心
身
の
状
態
を
維
持
・
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（※出典：厚生労働省「介護保険事業報告の概要（平成28年12月暫定版）」）

 

　介護が必要になったらどうしようという思いは、高齢者や家族だけのものではなく、だれもが抱く不
安となっています。介護保険制度は、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるように、また介護が
必要になっても、安心して自立した生活を送れるように、社会全体で支えていこうというしくみです。

平成 28年 12月の

要介護・要支援認定率

21.7％

平成 31年の

要介護・要支援認定率

18％

五
條
市
で
は
平
成
31
年
ま

で
に
要
介
護
・
要
支
援
認

定
率
18
％
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

 

 

 

 

加入者
（被保険者）

 

 

 

保険料を納め、介護や
支援が必要と認められ
たら、介護保険のサー
ビスを利用します。

サービス提供事業者
（指定を受けた事業所等）

 

契約に基づいて、利用者
に合ったサービスを提供
します。

者

五條市
（保険者）

 

 

介護保険事業を運営し、
保険料の徴収や保険給付
などを行います。■要介護認定

■保険証の交付

■要介護認定申請
■保険料の納付

■介護報酬の支払い

■利用料の支払い

■サービスの提供

介護保険はみんなで支えあう制度です

五條市の目標
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次回は、平成 28年度地域包括ケア会議の内容について紹介します。

住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるまちを目指す！

運動で健康づくり
　

民
俗
資
料
館
で
は
、
様
々
な
内

容
の
講
座
を
年
６
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

第
１
回
は
、
健
康
で
楽
し
く
暮

ら
す
た
め
に
、
ボ
ー
ル
と
椅
子
を

使
っ
て
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る

「
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
で
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
使
用
し
た
ボ

ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く

　
『
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
』
参
加
者
募
集

■
日
時　

５
月
26
日
（
金
）

　

10
時
30
分
〜
12
時

■
講
師　

北
村 

理
奈
さ
ん

　
（
理
学
療
法
士
・
コ
ミ
ュ
二
テ

ィ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
代
表
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
代

含
む
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
お
茶
等

■
定
員　

先
着
15
人

■
場
所　

民
俗
資
料
館

※

国
道
24
号
沿
い
に
駐
車
場
有

■
申
込
方
法　

①
氏
名
、②
住
所
、

③
年
齢
、④
連
絡
先
を
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

民
俗
資
料
館

☎
・
FAX
２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ル info@

tenchugum
i.jp

（
新
町
３
丁
目
３
番
１
号
）

※

月
曜
休
館

長
屋
門
わ
く
わ
く
講
座
（
第
１
回
）

　

運
動
指
導
士
が
椅
子
に
座
っ
た

状
態
で
で
き
る
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
20
日
（
火
）
か
ら

毎
月
第
３
火
曜
日
（
全
10
回
）

①
午
前
教
室　

10
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
教
室　

13
時
30
分
〜
15
時

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
お

お
む
ね
75
歳
以
上
の
人

※

た
だ
し
、
運
動
制
限
が
あ
る
人

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
費
用　

無
料

■
送
迎　

送
迎
が
必
要
な
場
合
は

申
込
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
定
員　

各
教
室
と
も
先
着
20
人

■
申
込
締
切　

５
月
31
日
（
水
）

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
３
０
９
）

　

理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、運
動
器
機（
マ
シ
ー
ン
）

を
使
っ
て
運
動
力
ア
ッ
プ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
木
）
〜

８
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分

（
全
15
回
）

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

※

た
だ
し
、
運
動
制
限
の
あ
る

人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
費
用　

無
料

■
定
員　

先
着
10
人

■
申
込
締
切　

５
月
18
日
（
木
）

■
そ
の
他　

送
迎
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
３
０
９
）

　

上
半
身
も
使
っ
た
全
身
運
動
効
果

の
あ
る
歩
行
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
。

元
気
に
歩
こ
う
！　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

毎月
第１
土曜日

中
央
公
園
コ
ー
ス

毎月
第２
土曜日

上
野
公
園
コ
ー
ス

毎月
第３
土曜日

５
万
人
の
森
コ
ー
ス

　

※

雨
天
中
止

■
講
師　

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

■
時
間　

７
時
集
合　

８
時
30
分
ま
で

■
費
用　

１
回
５
０
０
円
（
保
険
料
等
）

■
定
員　

各
回
20
人
（
当
日
受
付　

先

着
順
）

■
持
ち
物　

帽
子
、
薄
手
の
手
袋
、
両

手
が
フ
リ
ー
に
で
き
る
ウ
エ
ス
ト

ポ
ー
チ
等
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
が

で
き
る
飲
み
物

※

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
は
無
料
貸
出

■
問
合
先　

非
営
利
公
益
市
民
活
動
団

体　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

事
務
局
（
北
村
）

☎
０
９
０
・
６
６
６
９
・
８
０
１
０

高
齢
者
運
動
教
室

（
足
腰
元
気
塾
）

参
加
者
募
集

運
動
力
あ
っ
ぷ
倶
楽
部

参
加
者
募
集

運
動
で
寝
た
き
り
防
止

　

骨
折
や
認
知
症
の
予
防

専
門
家
が
指
導
し
ま
す
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カルムのひろば

５⽉、６⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医

■問合先
　カルム五條
　( 内線２９０)

９時〜１６時 急病患者の応急処置
休日診療、夜間診療を受診するときは、まず電話で症状を連絡しましょう。

※保険証を持参してください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状により、二次救急医療機関の診療をお勧め
する場合があります。受診前に電話で確認してください。
※マスクを着用してお越しください。

   ６月４日（日） １１日（日） １８日（日） ２５日（日）

五條３丁目２－20
中西クリニック
☎２５・２７６０

須恵２丁目６－21
足立医院

☎２５・３９３９

今井２丁目２－12
岩井内科

☎２６・１２１２

中之町 1711－33
杉崎医院

☎２４・０００３

   

 

５月３日（水・祝） ４日（木・祝） ５日（金・祝） ７日（日）

１４日（日） ２１日（日）

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

今井４丁目１－１６

ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ
☎２５・５５２５

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

本町１丁目７－２３

後藤医院
☎２２・２６９５

２８日（日）

五條 1丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

切り取って保管しましょう

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

※４月１日から五條病院内に
　移転しています。電話番号・
　診療時間に変更はありません。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で

肺
炎
の
予
防
、
重
症
化
防
止
な
ど

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者

①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に

な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
H
I

　

V
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い

が
あ
る
人

※

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

※

副
反
応
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
ひ
臓
を
摘
出
し
た
人
は
健
康
保

険
が
適
用
で
き
ま
す
。

※

対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

て
い
ま
す
。

■
自
己
負
担
金　

２
５
０
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
は
無
料

■
申
込
・
問
合
先 　

　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
８
９
） 

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

０歳～
未就園児

活動費　親子で100円　
■申込・問合先　にじいろ電車代表 岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車こ
い
の
ぼ
り
を

　

見
に
行
こ
う
!!

５/18
（木）

■
時
間　

10
時
30
分
〜

　

11
時
30
分

■
場
所　

吉
野
川
河
川
敷

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム

　

五
條
で
室
内
遊
び

　

健
康
づ
く
り
や
メ
タ
ボ
対
策
に

運
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

に
専
門
家
が
指
導
し
ま
す
。

■
内
容  

①
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防
の
運
動
②
簡
単

な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
③
簡
単

な
ダ
ン
ス
・
ゲ
ー
ム
な
ど
。

■
指
導
者　

健
康
運
動
指
導
士
、

運
動
推
進
普
及
委
員
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
、
保
健
師

な
ど
。

■
日
時　

５
月
26
日
〜
９
月
29
日

の
毎
週
金
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
（
計
19
回
）

※

８
月
11
日
は
祝
日
の
た
め
、
８

月
10
日
（
木
）
に
開
催
。

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
募
集　

30
人
程
度

■
参
加
費　

使
用
器
具
代
（
ゴ
ム

バ
ン
ド
）
９
０
０
円

※

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
人
は
加
入
が
必
要
で
す
。

▼
65
歳
以
下　

１
８
５
０
円

▼
65
歳
以
上　

１
２
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

（
内
線
２
９
０
）

「
か
ら
だ
す
っ
き
り
道
場
」

参
加
者
募
集
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カルムのひろば

　

今
回
は
市
内
の
御
霊
神
社
を
め

ぐ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

今
回
は
、
湯
谷
市
塚
天
照
皇
大

神
社
か
ら
南
阿
田
諏
訪
神
社
を
歩

き
ま
す
。
新
緑
を
眺
め
な
が
ら
楽

し
く
み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

６
月
17
日
（
土
）

　

９
時
か
ら
11
時

■
集
合
場
所　

滝
カ
ヌ
ー
場
前

※

雨
天
の
場
合
は
カ
ル
ム
五
條
の

体
育
館

■
内
容　

約
６
キ
ロ
程
度
の
ウ
ォ

　

ー
キ
ン
グ

■
指
導
者　

運
動
普
及
推
進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

　

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

　

で
き
る
飲
み
物

※

雨
天
の
場
合
は
上
履
き

■
申
込
締
切　

６
月
２
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

み
ん
な
で
、

歩
き
ま
せ
ん
か
！

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

　

大
腸
が
ん
の
集
団
検
診

　

が
ん
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
早
期
発
見
と
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
以
上
の
人

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人

を
含
む

■
申
込･

問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
９
０
）

 胃がん検診 大腸がん検診 肺がん検診 

検査
方法 

胃部レントゲン
検査（バリウム
による検査） 

血が便の中に混じって
いないかを調べます。 
２回分の便を採る容器
と問診票を郵送しま
す。 

胸部レントゲン検査 
（必要な人は「たん」
の細胞検査） 

※65歳以上の人は結核
検診も兼ねます。 

費用 

 
１０００円

  
２００円

 
  

無料 
（「たん」検査をする
場合は４００円）

※70歳以上の人は無料  
申込
締切 

検診日の 
５日前まで 

回収予定日の 
10 日前まで 

検診日の 
５日前まで 

■平成 29年度 胃・肺・大腸がん・特定検診日程表

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

■各検査の内容・費用など

肺  胃 大腸  
6 月 26 日（月）
6月 27 日（火）
6月 28 日（水）
6月 29 日（木）
7月 10 日（月）
7月 15 日（土）
7月 18 日（火）

特定健診 実施場所
大塔ふれあい交流館

宗桧公民館
カルム五條
西吉野ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

カルム五條
カルム五條
カルム五條

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●
×

●

月　日 ■受付時間　９時～ 10時
※11 月以降にも集団検診を予定しています。昨
年度大腸がん検診を受診した人には 10 月ごろ
容器を送る予定です。

※６月 28 日（水）にがん検診を受ける 40 歳以
上の女性は同時に乳がん検診（ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨのみ、
医師による視触診検査はありません）を受診
できます。（ただし、平成 28 年度に乳がん検
診を受けた人は受診できません。）

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

　

検
診
の
方
法
は
、
集
団
検
診
と
医
療
機
関
で
受
診
す
る

個
別
検
診
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
個
別
検
診
で
は

カ
ル
ム
五
條
で
受
診
券
を
受
け
取
り
、
検
診
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※

集
団
検
診
に
つ
い
て
は
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

広
報
五
條
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込･

問
合
先　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
９
０
）

■
子
宮
が
ん
検
診

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す

る
20
歳
以
上
の
女
性
で
、

平
成
28
年
度
に
市
の
子
宮

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い

な
い
人

■
検
診
内
容　

子
宮
頸
部
が

ん
検
診
（
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
の
み
、
体

部
が
ん
検
診
も
実
施
）

■
実
施
期
間　

平
成
30
年
２

月
28
日
（
水
）
ま
で

■
費
用　

▼
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
の
み

２
０
０
０
円

▼
頸
部
が
ん
お
よ
び
体
部
が

ん
検
診　

３
５
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料

■
乳
が
ん
検
診

■
対
象
者　

市
内
に
在
住

す
る
40 

歳
以
上
の
女
性

※

授
乳
中
ま
た
は
妊
娠
の

可
能
性
が
あ
る
人
や
、

平
成
28
年
度
に
市
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を

受
診
し
た
人
等
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

■
検
査
方
法
・
費
用

▼
40
歳
〜
49
歳
の
人

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

２
方
向
撮
影　

２
３
０

０
円

▼
50
歳
以
上
の
人　

マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
１
方

向
撮
影　

２
０
０
０
円

※

70
歳
以
上
の
人
は
無
料
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こそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
（
５
歳
ま
で
の
児
童
と

保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

お
は
な
し
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
お
い
で
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
過
ご

せ
る
施
設
で
す
。友
だ
ち
と
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
読
書
や
宿
題
を
し

た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

第 1
月曜日

　

５
月
の
こ
ど
も
の
日
を
祝
っ
て
、

五
條
児
童
館
で
小
学
生
を
対
象
に

「
こ
ど
も
の
日
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
遊
び

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
友
達
を

誘
っ
て
遊
び
に
来
て
ね
。

■
日
時　

５
月
13
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
20
分

■
対
象
者　

小
学
生

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
持
ち
物　

上
靴
、
タ
オ
ル
、

　

お
茶

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

こ
ど
も
の
日
の
集
い

5/13
（土）

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

　

元
気
な
ち
び
っ
こ
力
士
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
28
日
（
日
）

　

11
時
開
場
・
受
付

■
対
象
者　

小
学
生
の
男
女
、

　

園
児
（
年
中
・
年
長
）
の
男
女

■
場
所　

五
條
小
学
校
体
育
館

■
定
員　

１
０
０
人

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
持
ち
物　

短
パ
ン
・
タ
オ
ル
・
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
水
分
補
給
で
き

る
飲
み
物

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

五
條
青
年
会
議
所

☎
２
３
・
０
３
０
４

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～)

前日までに申し込んでください。

生後
６か月～

つどいの広場　

毎週月・金曜日
9時30分～11時30分

（カルム五條で開催・申込不要）

１歳～
　５歳児

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

前日までに申し込んでください。

２歳児
 対象

☎
２
３
・
０
３
０
４

臨時職員
登録受付中
■問合先
　児童福祉課
　（内線３４９）

市内保育所
学童保育所

5/28
（日）

第
24
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲

五
條
場
所

）女
、

　市民や観光客の利便性の向上と、災害時の
通信手段確保のため、公衆無線 LANを整備し
ました。
　スマートフォンやタブレットなどを持って
いる人は、簡単な利用者登録を行うだけで無
料で利用できます。
■問合先　情報システム室（内線２５０）

24こそだてひろば、おしらせ・イベント



　

体
験
を
通
じ
て
親
子
の
向
き
合
い

方
や
、
他
者
と
の
共
同
体
感
覚
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
年
間
（
４
回
）

を
通
じ
て
参
加
で
き
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
保
護
者
と
、
小
学
３
年

生
〜
小
学
６
年
生
の
子
ど
も

■
応
募
期
間　

５
月
１
日
（
月
）
９

時
〜
５
月
22
日
（
月
）
17
時

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と

な
り
ま
す
。

■
定
員　

親
子
で
20
人
程
度

■
費
用　

５
０
０
０
円

※

初
回
に
全
４
回
分
の
費
用
と
し
て

集
金
、
親
子
ペ
ア
（
大
人
１
人
、

子
ど
も
１
人
）
に
１
人
増
え
る
ご

と
に
１
０
０
０
円
追
加
。

※

市
の
借
り
上
げ
バ
ス
（
無
料
）
を

利
用
す
る
た
め
、
費
用
に
バ
ス
代

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
３
０
０
４

子
ど
も
夢
つ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
友
達
づ
く
り
に

予定日 内　　容

「光」と遊ぼう
■京都府　きっづ光科学館ふぉとん
光の性質や最先端の技術を、親
子で楽しみながら学びます。

水源地の森ツアー
■川上村　森と水の源流館
専門ガイドと神秘あふれる水
源地を探索します。

陶芸体験
■和歌山県　雨の森・陶芸の里
世界でひとつ、自分だけの
“マグカップ” を作ります。

古墳めぐり
■広陵町　馬見丘陵公園
専門ガイドと普段では入れない
石室等を巡ります。

7/30
（日）

6/11
（日）

11/19
（日）

3/11
（日）

※天候等により内容（場所）が変更になる場合があります。

で
0
人
程
度

ー

代

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

携
帯
電
話
の
番
号
を
利
用
し

て
届
い
た
料
金
請
求
メ
ー
ル

　

携
帯
電
話
に
電
話
番
号
を
利
用

し
た
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。
「
有
料
動
画
サ
イ
ト
の
利

用
料
金
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
下
記
電
話
番
号
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。
こ
の
ま
ま
未
納
状
態

が
続
く
と
法
的
手
続
き
を
取
り
ま

す
」
と
書
い
て
い
る
。
有
料
動
画

サ
イ
ト
な
ど
利
用
し
た
覚
え
は
な

い
。
対
処
方
法
が
知
り
た
い
。

助
言

　

ラ
ン
ダ
ム
に
入
力
し
た
番
号
と
、

あ
な
た
の
電
話
番
号
と
が
偶
然
一

致
し
た
た
め
に
届
い
た
不
当
請
求

メ
ー
ル
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
宛
名

（
こ
の
場
合
は
貴
方
の
名
前
）
や

利
用
し
た
サ
イ
ト
名
を
記
載
せ
ず
、

一
斉
に
複
数
の
人
に
送
信
で
き
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
法
的
手
続
き
を
取
る
に
は
、

貴
方
の
名
前
や
住
所
を
知
ら
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ま
ず
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

新町「大野屋」 起業家
支援施設

■問合先　企業観光戦略課
　（内線２１５）

新規出店者情報 　五條産の新鮮野菜や果物を
使った軽食と、おいしいコーヒー
をひとつひとつ手作りのカップ
で提供します。
■日時　５月２日（火）～
※毎週月曜日休館
　（月曜日が祝日の場合は翌日休館）

■営業時間　10時～ 17時
　（ラストオーダー 16時 30分）

町家カフェゆるり

Gojo Free Wi-Fi を整備しました
　市民や観光客の利便性の向上と、災害時の　市民や観光客の利便性の向上と、災害時の
通信手段確保のため、公衆無線 LANを整備し通信手段確保のため、公衆無線 LANを整備し
ました。ました。
　スマートフォンやタブレットなどを持って　スマートフォンやタブレットなどを持って
いる人は、簡単な利用者登録を行うだけで無いる人は、簡単な利用者登録を行うだけで無
料で利用できます。料で利用できます。
■問合先　情報システム係（内線２５０）■問合先　情報システム係（内線２５０）

■設置場所
　五條市上野公園総合体育館

　（シダーアリーナ）
　まちなみ伝承館
　まちや館
　起業家支援施設 大野屋

　市民や観光客の利便性の向上と、災害時の
通信手段確保のため、公衆無線 LANを整備し
ました。
　スマートフォンやタブレットなどを持って
いる人は、簡単な利用者登録を行うだけで無
料で利用できます。
■問合先　情報システム係（内線２５０）
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五
條
市
美
術
協
会
で
は
次
の
開

催
要
項
で
開
催
す
る
協
会
展
の
出

展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
会
場　

▼
市
民
会
館 

１
階
ロ
ビ
ー

　

絵
画
（
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨

画
・
水
彩
・
彫
塑
を
含
む
）

　

▼
中
央
公
民
館
室

　
　

書
道
・
写
真

■
日
時　

６
月
15
日
（
木
）

　

〜
18
日
（
日
）　

９
時
〜
17
時

※

15
日
は
13
時
か
ら
、
18
日
は
15

時
30
分
ま
で
。　

■
公
募
作
品　

①
日
本
画
（
水
墨

画
を
含
む
）、②
洋
画
、③
水
彩

画
、④
彫
塑
、⑤
写
真

■
公
募
期
間　

６
月
15
日
（
木
）

午
前
中
の
み

■
出
品
点
数　

出
品
点
数
は
同
１

人
に
つ
き
２
点
以
内
。

■
作
品
の
規
格

▼ 

絵
画
部　

８
号
以
上
の
、
枠
張

額
装
。
彫
塑
は
制
限
な
し
。

▼
写
真
部　

半
切
以
上
と
し
、
単
・

組
・
連
と
も
額
装
、
た
て
よ
こ

１
ⅿ×

２
ⅿ
以
内
。
組
・
連
は

１
枚
に
結
合
。
す
べ
て
枠
張
ま

た
は
額
装
。

※

各
部
と
も
、
作
品
の
額
は
ア
ク

リ
ル
製
を
推
奨
。

■
搬
入
搬
出
日

▼
搬
入
日　

６
月
15
日
（
木
）

　

９
時
〜
10
時
30
分

▼
搬
出
日　

６
月
18
日
（
日
）

　

15
時
30
分
〜
17
時

※

搬
入
搬
出
は
、
原
則
と
し
て
出

品
者
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
時
は
各
自
で
展
示
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
出
品
手
数
料　

無
料

■
出
品
問
合
先

　

▼
絵
画
部
（
萩
原
榮
文
）

　

☎
２
４
・
３
９
０
７

　

▼
書
道
部
（
窪 

吉
永
）

　

☎
２
２
・
６
１
１
６

　

▼
写
真
部
（
中  

正
幸
）

　

☎
３
３
・
０
２
６
７

■
主
催　

五
條
市
美
術
協
会

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
２
５
）

　

国
土
交
通
省
で
は
河
川
を
見
守

る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
期
間　

７
月
１
日
（
土
）

　

〜
１
年
間

■
対
象
者　

吉
野
川
か
ら
約
５
キ

ロ
以
内
に
在
住
す
る
成
人

■
謝
礼　
月
額
４
５
８
０
円
（
予
定
）

※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
応
募
・
問
合
先　

和
歌
山
河
川

国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

☎
０
７
３
・
４
０
２
・
０
２
６
７

　

あ
な
た
も
手
話
を
覚
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
程　

６
月
２
日
（
金
）
か
ら

　

毎
週
金
曜
日　

19
時
〜
21
時

　

※

年
間
35
回

■
受
講
資
格　

入
門
講
座
修
了
者

お
よ
び
手
話
経
験
３
年
以
上
の

人
■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
新
町
３
丁
目
３
番
２
号
）

■
定
員　

20
人

■
指
導
者　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
参
加
費　

３
２
４
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
）

※

た
だ
し
、
平
成
28
年
度
入
門
講

座
受
講
者
は
不
要

■
申
込
締
切　

５
月
26
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課

（
内
線
２
９
９
）

　

楽
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
１
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

　
（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

利
用
団
体
会
費
３
０

０
円
の
み

※

今
年
度
ヘ
ル
ス
講
座
に
参
加
し

た
人
は
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
。

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
飲

み
物　
　
　
　
　
　

■
申
込
方
法　

５
月
29
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り(

要
予
約
・

無
料)　

※

２
歳
以
上
就
学
前

の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

日
本
料
理
「
梅
の
お
仕
事
」、

梅
を
使
っ
て
ひ
と
工
夫
し
よ
う
！

〜
梅
の
和
風
ロ
ー
ル
カ
ツ
ほ
か
〜

■
日
時　

６
月
３
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円(

材
料

費
７
０
０
円
・
利
用
団
体
会
費

３
０
０
円)

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生

　
（
料
理
研
究
家
・『
A
B
C
ラ
ジ
オ

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康
司

で
す
。』
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
申
込
方
法　

５
月
20
日
（
土
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用

の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具

講　座

ヘ
ル
ス
講
座

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

講　座

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

ア
ー
ト
講
座

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

募　集

平
成
平
成
29
年
度
美
術
協
会
展

年
度
美
術
協
会
展

出
展
作
品
を
公
募
し
ま
す

出
展
作
品
を
公
募
し
ま
す

平
成
29
年
度
美
術
協
会
展

出
展
作
品
を
公
募
し
ま
す

講　座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

    （
基
礎
課
程
）
参
加
者
募
集

（
基
礎
課
程
）
参
加
者
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

  （
基
礎
課
程
）
参
加
者
募
集

募　集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

in
５
万
人
の
森
公
園

個
人
情
報
保
護
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

情
報
公
開
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
市
街
地
一
斉

  

泥
上
げ
を
実
施
し
ま
す
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広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

初
夏
か
ら
秋
ま
で
長
く
楽
し
め

る
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
26
日
（
月
）

　

10
時
〜
11
時
30
分 

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人 （
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生

　
（
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
３
０
０
円
（
材
料

費
２
０
０
０
円
・
利
用
団
体
会

費
３
０
０
円
）

※

今
年
度
ア
ー
ト
講
座
に
参
加
し

た
人
は
材
料
費
の
み
で
参
加
で

き
ま
す
。

■
持
ち
物　

軍
手
・
筆
記
用
具
・

作
品
を
持
ち
帰
る
袋
・
ス
コ
ッ

プ
・
古
新
聞

■
申
込
方
法　

５
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）※

２
歳
以
上
就
学
前
の

幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

毎
年
恒
例
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
今
年
も
開
催
、
手
作
り
商
品

の
ほ
か
、
食
品
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

■
日
時　

５
月
５
日
（
金
）、
６

日
（
土
）
９
時
〜
16
時

■
場
所　

５
万
人
の
森
公
園

■
問
合
先　

指
定
管
理
者
・
ア
ス

カ
美
装　

☎
２
５
・
１
６
６
２

　

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
一
層

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

12
年
４
月
１
日
か
ら
情
報
公
開
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か

ら
１
年
間
の
こ
の
制
度
の
運
用
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ヘ
ル
ス
講
座

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

講　座

ア
ー
ト
講
座

ア
ー
ト
講
座

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

ア
ー
ト
講
座

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

平
成
29
年
度
美
術
協
会
展

出
展
作
品
を
公
募
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

  （
基
礎
課
程
）
参
加
者
募
集

■
公
文
書
の
開
示
の
請
求
件
数
お

よ
び
処
理
状
況

▼
市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
12
件

に
対
し
、
全
部
開
示
が
１
件
、

部
分
開
示
が
11
件
で
し
た
。

■
審
査
請
求
の
件
数
お
よ
び
処
理

状
況

▼
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
８
６
）

　

公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
推
進

す
る
た
め
平
成
16
年
４
月
１
日
か

ら
個
人
情
報
保
護
制
度
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か
ら
１
年

間
の
こ
の
制
度
の
運
用
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

■
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届
出
件

数　

７
７
５
件

■
開
示
、
訂
正
、
削
除
お
よ
び
中

止
の
請
求
並
び
に
決
定
の
件
数

▼
市
長
に
対
す
る
開
示
請
求
１
件

に
対
し
、
一
部
開
示
が
１
件
で

し
た
。

■
審
査
請
求
の
件
数
お
よ
び
処
理

状
況

▼
決
定
に
対
す
る
審
査
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

　
（
内
線
２
８
６
）

　

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

市
街
地
の
下
水
路
泥
上
げ
を
お
こ

な
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

泥
等
の
積
み
込
み
作
業
は
各
自

治
会
の
皆
さ
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

５
月
21
日
（
日
）

※

８
時
か
ら
配
車
し
ま
す

※

小
雨
決
行
（
予
備
日
な
し
）

※

家
庭
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

下
水
道
課（
内
線
３
９
５
）

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

イベント

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

in
５
万
人
の
森
公
園

５
万
人
の
森
公
園

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

in
５
万
人
の
森
公
園

個
人
情
報
保
護
制
度
の

個
人
情
報
保
護
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

運
用
状
況
に
つ
い
て

個
人
情
報
保
護
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

おしらせ

おしらせ

情
報
公
開
制
度
の

情
報
公
開
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

運
用
状
況
に
つ
い
て

情
報
公
開
制
度
の

 

運
用
状
況
に
つ
い
て

おしらせ

平
成
29
年
度
市
街
地
一
斉

年
度
市
街
地
一
斉

    

泥
上
げ
を
実
施
し
ま
す

泥
上
げ
を
実
施
し
ま
す

平
成
29
年
度
市
街
地
一
斉

  

泥
上
げ
を
実
施
し
ま
す
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

14
時
15
分
〜
16
時
15
分　

相
談
会

■
場
所　

市
民
会
館

■
費
用　

無
料

※

相
談
会
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

■
申
込
先
・
問
合
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
課
（
内
線
４
１
５
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

☎
０
７
４
４
・
３
５
・
６
２
１
１

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
悩
み
や
苦
労

を
、
専
門
看
護
師
や
装
具
業
者
と

相
談
し
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

次
の
日
程
で
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。※

無
料
・
申
込
不
要

■
日
時
・
場
所

①
５
月
16
日
（
火
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
文
化
会
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６-

２
）

②
５
月
20
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０-

11
）

■
問
合
先　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
奈
良
県
支
部

☎
０
７
４
２
・
４
９
・
１
８
３
９

　

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
で
す
。
12
日
〜
18
日
の

１
週
間
を
活
動
強
化
週
間
と
し
て
、

「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思

い
や
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地

域
住
民
・
関
係
機
関
と
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

※

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
次
の

連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先

▼
社
会
福
祉
課
（
内
線
２
９
９
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
４
・
４
１
５
２

　

空
き
家
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
13 
日
（
土
）

　

13
時
〜
14
時　

セ
ミ
ナ
ー

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
月
１
回
、
五

條
市
で
年
金
出
張
相
談
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

５
月
は
11
日
、６
月
は
８
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

５
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
業

者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
11
日
（
木
）

　
・
25
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所
で
は
予

約
制
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
内
容
に
合

わ
せ
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

 

８
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

おしらせ

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　
　

予
約
相
談

　
　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　
　

予
約
相
談

おしらせ

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

おしらせ

空
き
家
相
談
会

空
き
家
相
談
会

空
き
家
相
談
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

おしらせ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
良
き
相

あ
な
た
の
ま
ち
の
良
き
相

談
相
手
で
す

談
相
手
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
良
き
相

談
相
手
で
す

おしらせ

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
代
表
選
手
の
訂
正

大
淀
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

おしらせ

〈
大
塔
地
区
〉

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ
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おしらせ・イベント

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
お
よ

び
関
係
者
、
病
弱
教
育
対
象
の

生
徒
と
そ
の
保
護
者
お
よ
び
関

係
者 

■
学
校
見
学
会

▼
日
時　

５
月
25
日
（
木
）

　

９
時
か
ら
12
時

▼
対
象　

主
に
肢
体
不
自
由
を
有

す
る
幼
児
児
童
生
徒
の
保
護
者

お
よ
び
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
担
当
者
等
、
通
園
施
設
等
の

職
員
、
病
弱
教
育
対
象
の
生
徒

の
保
護
者
お
よ
び
中
学
校
の
病

弱
教
育
担
当
者
等

■
教
育
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。             

▼
相
談
内
容　

肢
体
不
自
由
を
有

す
る
子
ど
も
の
就
学
、
転
入
学

に
関
す
る
こ
と
、
病
弱
教
育
対

象
の
生
徒
の
入
学
、
転
学
に
関

す
る
こ
と
、
教
育
上
の
指
導
に

　

９
時
30
分
〜
12
時　

■
教
育
相
談
日　

日
常
指
導
・
教

科
指
導
等
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
の
相
談
等
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
要
事
前
申
し
込
み
）

■
問
合
先　

奈
良
県
立
大
淀
養
護

学
校

　
（
吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４- 

１
）

☎
０
７
４
７
・
５
２
・
７
６
５
５

                                                        

　

明
日
香
養
護
学
校
で
は
体
験
学

習
会
・
学
校
見
学
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

■
体
験
学
習
会

▼
日
時　

７
月
３
日
（
月
）

　

９
時
か
ら
12
時

▼
対
象　

主
に
肢
体
不
自
由
を
有

す
る
５
歳
児
以
上
の
幼
児
、小
・

　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童

の
保
護
者
等
向
け
に
、体
験
学
習
・

見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
小
学
部　

第
１
回
保
護
者
見
学

会
▼
対
象　

知
的
障
害
の
あ
る
幼
児

の
保
護
者

①
５
月
25
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

　
（
平
成
30
年
度
就
学
予
定
児
）

②
５
月
26
日
（
金
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

　
（
平
成
31
年
度
就
学
予
定
児
）

■
中
学
部　

第
１
回
保
護
者
見
学

会
・
体
験
学
習

▼
対
象　

知
的
障
害
の
あ
る
小
学

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
小
学

校
の
教
員
ほ
か

　

６
月
７
日
（
水
）

■問合先
人権施策課　☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

関
す
る
こ
と
、
健
康
、
自
立
活

動
、
進
路
指
導
、
交
流
お
よ
び

共
同
学
習
、
特
別
支
援
教
育
等

（
要
事
前
申
し
込
み
）

■
問
合
・
申
込
先　

奈
良
県
立
明

日
香
養
護
学
校

　
（
高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０
）

☎
０
７
４
４
・
５
４
・
３
３
８
０

w
w
w
5.kcn.ne.jp/~kam

eisi1/

                         

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
岩
井 

さ
と
み
（
霊
安
寺
町
）

年
金
事
務
所
の

　
　

予
約
相
談

年
金
出
張
相
談

空
き
家
相
談
会

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
ま
ち
の
良
き
相

談
相
手
で
す

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の
人

（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
へ
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

訂　正

第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
代
表
選
手
の
訂
正

駅
伝
大
会
代
表
選
手
の
訂
正

第
12
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
代
表
選
手
の
訂
正

　

広
報
五
條
４
月
号
の
中
で
代
表

選
手
敬
称
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

（
正
）
今
田　

真
聖
く
ん
（
宇
智

小
６
年
）

おしらせ

大
淀
養
護
学
校

大
淀
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

体
験
学
習
会
・
見
学
会

大
淀
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

おしらせ

明
日
香
養
護
学
校

明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

体
験
学
習
会
・
見
学
会

明
日
香
養
護
学
校

体
験
学
習
会
・
見
学
会

〈
大
塔
地
区
〉

し
尿
く
み
取
り
の
お
知
ら
せ
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

大
半
の
石
が
既
に
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

長
さ
4.6
ｍ
、
高
さ
1.8
ｍ
あ
り
、
木
棺
用
と
み

ら
れ
る
鉄
釘
と
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

他
の
古
墳
の
出
土
品
も
、
須
恵
器
・
土
師

器
と
若
干
の
鉄
刀
、
鉄
鏃
な
ど
で
、
乱
掘
な

ど
の
影
響
を
差
し
引
い
て
も
、
当
初
か
ら
副

葬
品
の
種
類
・
数
量
と
も
少
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
古
墳
群
は
、
土
器
の
形
状
な
ど
か
ら
、

５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
後
半
に
か
け
て
順

次
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
眼
下

に
は
、
５
世
紀
末
ご
ろ
に
築
造
さ
れ
た
つ
じ

の
山
古
墳
（
一
辺
54
ｍ
の
方
墳
）
が
見
え
、

引
ノ
山
に
葬
ら
れ
た
の
は
、
つ
じ
の
山
に
眠

る
首
長
を
支
え
た
人
び
と
と
そ
の
子
孫
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

調
査
後
、
古
墳
の
ほ
と
ん
ど
は
学
校
の
造

成
で
消
滅
し
ま
し
た
が
、
第
13
号
墳
と
そ
の

周
辺
は
敷
地
内
で
保
存
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
里
山
「
ひ
き
の
や
ま
」
と
し
て
、
ト
リ
ム

コ
ー
ス
や
秘
密
基
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
古
墳
時
代
に
墓
地
と
さ
れ
た

引
ノ
山
で
す
が
、
実
は
そ
れ
よ
り
古
い
弥
生

時
代
の
生
活
の
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
、

そ
の
お
話
で
す
。
（
続
く
）

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

本
来
あ
っ
た
盛
土
が
自
然
に
流
れ
た
り
戦
前

の
砂
防
工
事
で
削
ら
れ
た
り
し
て
、
埋
葬
施

設
の
跡
と
周
り
に
巡
ら
せ
た
溝
が
残
る
程
度

で
し
た
。
葺
石
は
築
造
当
初
か
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
頂
上
の
２
基
の
円
墳
に
は
、

少
な
い
な
が
ら
も
円
筒
埴
輪
を
並
べ
て
い
た

よ
う
で
す
。
埋
葬
施
設
も
、
ほ
と
ん
ど
が
乱

掘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
６
基
の
古
墳
で
は

板
材
を
箱
形
に
組
み
合
わ
せ
た
と
み
ら
れ
る

木
棺
を
、
墳
丘
に
直
接
埋
め
て
い
ま
し
た
。

　

古
墳
群
で
最
大
の
第
１
号
墳
（
直
径
14
ｍ
、

高
さ
1.6
ｍ
の
円
墳
）
で
は
、
木
棺
の
近
く
に

須
恵
器
の
大
き
な

を
埋
め
、
土
器
を
添
え

て
い
ま
し
た
。

は
、
高
さ
約
１
ｍ
、
胴
部

径
約
0.9
ｍ
あ
り
、
底
を
割
っ
て
孔
を
開
け
て

い
た
こ
と
か
ら
、
日
常
品
を
棺
に
転
用
し
た

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
も
東
に
あ
る
第
13
号
墳
（
直
径

13
ｍ
、
高
さ
３
ｍ
の
円
墳
）
は
、
古
墳
群
で

唯
一
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
で
す
。
花

崗
岩
を
積
み
上
げ
た
石
室
は
、
天
井
と
壁
の

　

市
内
の
学
校
に
、
古
代
の
遺
跡
が
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
、
近
内
町
内
に

あ
っ
た
市
立
北
宇
智
小
学
校
を
、
通
称
「
引

ノ
山
」
の
丘
の
上
に
移
転
す
る
計
画
が
持
ち

上
が
り
ま
す
。
引
ノ
山
に
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
古
墳
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、

工
事
の
前
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
頂
上
か
ら
尾
根
筋
に
か
け
て
の

標
高
２
３
０
〜
２
５
０
ｍ
付
近
で
13
基
の
古

墳
が
発
見
・
確
認
さ
れ
、
「
引
ノ
山
古
墳
群
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
墳
は
、
直
径
14
ｍ
以
下
、
高
さ
３
ｍ
以

下
の
円
墳
10
基
と
、
長
辺
が
７
ｍ
に
満
た
な

い
長
方
形
墳
２
基
な
ど
で
し
た
。
大
半
は
、
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
７
０
９
人　
　

男
１
５
，
０
５
６
人　
　

女
１
６
，
６
５
３
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
２
０

　
　

（
▲
８
９
）　
　
　
　
　
　
　

（
▲
４
５
）　
　
　
　
　
　

（
▲
４
４
）　
　
　
　
　
　

  　

（
１
）

（
３
月
31
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

学
校
に
あ
る
古
代
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
そ
の
１
～

第105回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17
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19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

出
生
７
件　

死
亡
３
９
件

転
入
６
８
件　

転
出
１
５
５
件

「五條の歴史を探る」では、五條の歴史 文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

集 市⻑公室企画政策課

転
入
６
８
件

転
出

５
５
件

・ごみ量 318.2㌧

・目標値 341.5㌧

２月結果発表！

23.3㌧

減少！

５月の目標 
  422.5㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭で紙類、プラスチック容器包装類をしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各家庭で紙類、

燃えるごみ

減量チャレンジ！

写真① 引ノ山第 13号墳の横穴式石室（南から）

写真② 北宇智小学校敷地内の「ひきのやま」（西から）
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市職員の市職員の
エコエコスタイル実施中
環境に配慮し、上着・ネクタイをは
ずした軽装勤務を励行しています。

5/1（月）～10/31（火）

施中

火） eco

ひ
き

の
や
ま

ふ
き
い
し

は
に
わ

か
め

こ
う
が
ん

か

は　

じ

き

ぞ
く

みんなとつながる
こうほうごじょう

る
う 広報五條広報五條広報五條

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

５ 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日５/11
（木）

５/13
（土）

５/25
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

５/10
（水）

５/24
（水）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

５/17
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

５/11
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

５/10
（水）

税理士による無料税務相談
時間　13時30分～15時30分

場所　中央公民館

5/10
（水）

5/1（月）～10/31（火火） eco

場所 第２分庁舎３階

納税には口座振替のほか、コンビニ
でも納付できます。
■問合先
　▼（固定）税務課徴収対策室
　　（内線260）
　▼（自動車税）奈良県税事務所
　 　☎0743・51・0081

５月は
固定資産税・都市計画税第 1期
自動車税（県税）の納期です
納期限は５月 31日（水）まで
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